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は じめ に

このたびは、ヴァイカウントクラシックオルガン、コンチェルト朋をお買い上げいただきまして、誠にありが

とうございます。コンチェルトWは、伝統的なパイプオルガンの魅力を最新の電子テクノロジ
ーによってあま

すところなく再現したクラシックオルガンです。コンチェルト回の多彩な機能をスム
ーズに使いこなし、オル

ガン濃泰を心ゆくまでお楽しみいただくために、ぜひこの取扱説明書をご活用いただきますようお願い申し上

げます。また、ご一読いただいた後も、ご不明点が生じた場合に備えて、大切に保管いただきますようお願い

いたします.

■この環す邦れ既鷲に点税さ' i = t ち イラ/ 7 卜t ま す ′■て技作工明らたr l ′のもいてす

安全上のご注意…ご使用の前に必ずこの 「安全上のご注意」をお読みください

感電のおそれがあります=キ ャビネント

を開りないでくださいr

智告 1感電の危険を進けるため :

バネルやカバーは取リタ+さないでください

本製品を雨または湿気にさらさないてください

本製品内部につきまして、お客様は4彦理 ・交換なさらないてください

4じ理 ・点振につきましては販売店にこ相談ください

本製品内部には絶縁されて

いない 「危険な電圧」部分

が存在し、感電のおそれが

あるため、お客様への注意

を喚起するため本記号を表

示していますt

「火災、感電のおそれ、あるいは人体への危害に関する注意事項」
警 告::本 製品のご使用にあたモ!ては、以下の点に注意 してください

〕ヽ  こ の取扱説明書 をお読みくたさいr

2)   こ の取扱説明書 を保管 してください、

3)  す べての番告に注意 してください

4)  す べての,占示にしたが ,て ください

5'  本 製品を水まわりで使わないてくださいt

6)   掃 際の際は乾いた布を使すてくださいt

7,   空 気還流用の間田部奄塞がないてください 取 扱説明苦にしたがてて本製品を設置 してください

8'  本 製品をラジエター、ス トーヲ等ま4を発するものの近 くに置かないでください

9,  安 全のため、有極フラクやアース伺さフラタを取夕|さないてください 有 極フラクは
一方の

差込みブレー ドが大きくな“ています!

1 0Ⅲ  ツ ケ J ,卜t」オルガ>の 近 くに設tサ、手の届きやすい場所にし′てくたさい―

1 1 '   電 源コー ド在路まないようにしてください 情 にフラクの先端とオブ|″カン本体からコ
ー トが出

る部分に気なつtサてください                                    ~

台車を使う勝は、楽器が転側に′ないよう十分気をつtりてくださに`

国の瞬、または長期間ご使用にならない娼合はフラクと状いてくださてヽヽ

l_k‐理IJサービスマンにお任也くださいⅢ電涼コードやフラクの駅〕員、終体がかか■たり、ものが落ちた場合、雨にさらされた

り、Uど い湿気によるダメージを受t,た場合、うよくうごかない、オルカンと落 t′た等の堤合13僣Tllが必要です―
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■リチウム電池の箸告 :本製品にはリチウム電池が使われています与電池を

間違えて取り替えると爆発の危険がありますを電池交換の場合は現在使用の

ものと同等のものをご使用下さいを正 しい極性でご使用 ください。使用済み

電池は、電池メーカーの指示にしたがって処分してください。

■本取扱説明書に記載された情報は、商品の仕様変更にともない、予告なし

に変更される場合がございますて

あらかじめご了承ください.

安全上の ご注意 (追加 )

1)充 分な換気の為、機器は壁から5cm以 上離して設置して下さい。

2)機 器設置の際、換気穴を基がないようご注意下さい。

3)機 器上に保火(とうそく等)を置かないで下さい中

4)機 器上に水の入った花瓶等を置かないで下さい。

5)機 器は電源コンセントの近くに設置し、電源プラグヘ容易に手が届く

6)ア ース接続は、必ず電源ブラクを主電源につなぐ前に行って下さい.

り離してから行って下さい"

ように使用して下さい.

又、アース接続を外す場合は、必ず電源ブラクを主電源から切

コンセントの穴が2つの場合 コンセントの穴が3つ の場合

アダプタプラグを取リタトしてから、
コンセントに差し込みます.

アダプタプラグに付いているアース線を、
コンセントのアースネジに差し込んで
アースを取ってください。

アダプタプラグ
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1口重要事項

1)オ ルガンのケア

● オルガン本体やコント回―ル部に強い力を加えないでください。

● オルガンをノイス
fを
発する機器 (テレビ、ビデオ、ラジオ、ヨンピューター)の近くに設置しないでくだ

さい。

● オルガンを熱源の近くや、湿気の多い所、挨っぽい場所、強い磁気を発するものの近くに設置しないで

ください。

● オルガンを直射日光にさらさないでくださいれ

● オルガン内部に異物をいれたり、液体をかけたりしないでください。

● 掃除の際には、乾いた布、柔らかなブラシ、エアーを使ってください。洗剤、溶剤、アルコールは決 して使

わないでください。

● アンプやスピーカーとの接続には、高品質のシール ド線を使ってください。ソケットからケーブルを外

す時は、必ずコネクターを持ってください。ケーブルを巻く時は結んだり、捻ったりしないでください。

● 別のアンプ等と接続するときは、電源がオフになっていることを確認してください。

● 長期間オルガンを使用しない場合は、電源ソケットからプラグを抜いてください。

2)フ ロッピー ・ディスクについて

● 高品質のフロッピー・ディスクのみご使用ください。

● フ ロッピー ・ディスクが読込み、書込みを行っているときは、(LEDが 点灯 しているとき)フ ロッピー ・

ディスクを取 り出さないでください。フロッピー ・ディスクを破損する場合があります。

● 3.5HDDか HDの MS―DOSに フォーマットしたフロッピー ・ディスクをご使用 ください。

● フロッピー ・ディスクは大切に保管 してください。熱源、磁場 (コンピューターやスピーカー)、また湿気

の多い所や挨っぽい場所には置かないでください。

● 破損 したフロッピー ・ディスクの使用によって生じる、フロッピー ・ディスク・ドライジ
｀
の故障に対 して

は、メーカーは一切の責任 を負いません。

3)こ の取扱説明書について

0こ の取扱説明書 を大切に保管 してください。

● この取扱説明書はオルガンの一部です。との取扱説明書の記述とイラストは流用できません。

● メーカーは、構造上の必然性、商業的観点から、改良のため、オルガンの基本的な性格を変えずに、パーツ

や付属品の変更する権利を持つものとします。、

● すべての権利はメーカーが持ちます。この取扱説明書の一部または全部の複製は、メーカーの書面によ

る特別な許可がない限り、禁じられています。

● 説明を詳しくお読みください。時間の無駄を省き、オルガンの性能を楽しんでいただけます。

● [ ]で 囲んだコードや数値は、ボタン、スライダー、トリマー、コネクターを示しています。

イ列えtゴ、[ENTER/YES]は  ENTER/YESボ タンを意味しますG

● 図と画面表示はガイドラインです。実際に画面に出る表示とは異なる場合があります。



viscount cθ ,7てでア・/θ〃/

Concerto III

(左)サイド11パネル

アンダ■パネル

[HEADPHONES]二 の接続端子

国  [MIDl]の 接続j崩子

ペダル部

□ 田N PU拘の接続端子

[OUT PUT] !の接続端子



(右)サイド|メ!〔ネル

[MAN:皿 ]|ストツプ

[POWER]||スイウチ

手鍵盤部

[TUTI]ビ ストン

[REEDS]ピ ストン

[PLENUM]ピ ストン

[MiDi SUSTAIN]ピ ストン

=[MANⅢ ]ス ウェ,レ̀ ペダ,レ

[MAtt iil女ゥエ,レ・ベタル

|ジエネラル■メモリ■■i■‐■

!!専用メモリ十■11 ‐ ‐:t il

l[S]|!ボタン■ 11 ‐ ■  ■

|[P]|ポタンti‐_ .・ t‐二■|

:第2手鍵盤のカプラT

I[皿]|ボタシI「    .:1■ 1

11[ENC]ボ タン| ‐■‐■111i

l[A.P]ボ タン |  ‐

|[C]ポタン |  |■
・

|[T3ボタン    |  !

‐フロツピT・ディスクドライブ

[EXT.112V DC]」接続端子

[MAIN OUTPUTS]接 続端子

□
！□
！□
！回
一回
一囲
一図
！圏

図

リア・パネル

l―Ⅲ
               OUT1         0UT2        C'
EXT     I~(sENERAL)¬  「

~       ~¬

_、
キ
!詰 警  LIRI R LIRI R

固腎旦喩。psQ
SCENDO]ベ ダル
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2.コ ントローラーと接続端子

サイド・パネル

(左)サ イド・パネル

□ 脚
AN.回 ストッチ 第伊手鍵盤のス トップがあります。

日 に
XT.S P臨 スイッチ リア ・パネルの 酌州N OU T P U T S l

に接続 した外部スピーカ
ーのオン

オフスイッチです。

睡∃ [POWER]ス
イッチ:オルガン全体の電源スイッチです。

回 脚
ANH]ス トッチ 締 報 盤のス トップがあります。

注意:外部スピーカーはオブションです。

□ 脚
AN.Eコ ストップ :第 2手鍵盤のス トノプがあります。

□PEDAuストツプ:足鯉のストンプがあります。

(右)サ イド・パネル
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2)中 央パネル

71 8 101  111 14

|||| ||
一
日 i官

」       t

9 131112

匝∃ボリ■―ム・スライダー:オルガン各部の音量調整ができますt
IPEDALコ  :

[MAN,I]

[MAN.肛 ]

[MANB I】

[REVERBコ

[GENERAL]

足鍵盤のポリューム調整

睡∃ ECRESCENDO]LEDパ
ー :ク レッシェンドの段階を表示します。

リモコン ・センサー

この部分を塞が
｀
ないよう

以内の角度でご使用くだ

匝∃ディスプレイ機能コントロ
ールパネル :詳 細は3.中央コントロールユニット(P,16)をご参熙くださいG

□ 脚 団 TOI  L E D :こ れらのLEDは 、筆 鯉 と足鵬 について、MID lの状態を示 します。

(il EMidito PEDALコ

il[Midito MAN,1‖コ

i IMidito MANけ 皿]

L EMidito MAN.1】  : 第 1手鍵盤のMIDI

LED点灯時にのみ、MIDI信号を送ります. このバラメーターの設定については,[MIDI TO]を 呼び出して

行います.詳 しくは6.3をご参貝くください。

rH/P PlsTo cOMB,コ  LED: ビ ストン・コンバインのLEDです。この機能が作動中にLEDがオンにな

ります.第 2手鍵盤の専用メモリーが
｀
アクティブ

｀
になっている場合は、足鍵盤の同じNo。の専用メモリーが自動的

にオンになります。この機能を作動させる方法は6.2をご覧ください.

圧∃ [1/E KEYB.lNVERS.l LED:第 1手銅幽懸第2手鍵盤交」換機甫旨のLEDです。第1手鍵盤と第2手鍵盤の

ボイスを入れ替える機能です(、この機能のセット方法は6.4をご覧ください。

第2手鍵盤のポリューム調整

第3手鍵盤のポリューム調整

第1手鍵盤のボリ土―ム調整

リバーブレベルの調整

:オ ルガン全体のポリューム調整

:ク レッシェン ドLEDの下に、リモコンの信号を受ける赤外線センサーがあります。

にしてください。また、リモコンは、オルガンのパネルに対 して上下左右とも30°

さい。

: 足 鍵盤のMIDI

: 第 2手鍵盤のMIDI

: 第 3手鍵盤のMIDI
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第2手鍵盤のボイスを足鍵盤で濃奏できます。

第3手鍵盤のポイスを足鍵盤で濃奏できます。

第1手鍵盤のポイスを足鍵盤で濃泰できます。

第3手鍵盤のポイスを第2手鍵盤で濃奏できます。

第1手鍵盤のポイスを第2手鍵盤で濃奉できます。

第3手鍵盤のポイスを第1手鍵盤で濃泰できます。

区ヨ ICOUPLERS】 書F:こ れらのストップをイ費って各手鍵盤、足鍵盤のカブラ
ーのオン・オフができます。

[H/Pl

[田/P]

[ 1 / P l

[皿/1】

[ 1 /口 ]

[Ⅲ/ 1 ]

イス、 カ プラーをメモリーできます。

臣∃ 専用メモリ
ー :コ ンチェル ト田には各鍵盤ごとの専用メモリーが6個ずつあります。

足鍵盤=匠 ヨ 第3手鍵盤=睡 ヨ 第2手鍵盤=区 ヨ 第1手鍵盤
=睡 ヨ

専用メモリーには、その鍵盤部のポイスとカプラ
ーをメモリーできます。

このオルガンには8つのメモリーバンクがあるので、複数のオルガニストがそれぞれのレジス トレ
ーションを独

自にメモリーできます。メモリーの設定方法は次のほ□をご覧ください。

メモリーにはHRポタンもあります。HRボタンを押すと、手動設定したレジストレ
ーションに戻ります。

圧ヨ IS]ボ タン
:こ のセットボタンを押すと、メモリーをイ呆存できます。各鍵盤のレジストレ

ーションを言安定

した後で [S]ボ タンを押したまま、ジェネラル・メモリ
ーか専用メモリーの1つのボタンを押すとメモリ

ーを

保存できます。

匝∃ [P]ボ タン
:手鍵盤と足鍵盤のカプラーボタンです。

tri IP]匝8∃ :第 3手鍵盤と足鍵盤のカプラーボタンです。(||1/P)

こI IP]匝 8□ :第 2手鍵盤と足鍵盤のカプラーボタンです。(lyP)

:‐[P]厘 8□ :第 1手鍵盤と足鍵盤のカプラーボタンです。(7P)

第2手 鍵盤のカプラー

[Ⅲ]:第 3手鍵盤と第2手鍵盤のカプラーボタンです。(||1川|)

II]:第 1手鍵盤と第2手鍵盤のカプラーボタンです。(‖|)

3)手 鍵盤部のコント回―ラー

匝∃ジェネラル
・メモリー : こ こには6つのジェ子ラル

・メモリーがあります。すべての手鍵盤と足鍵盤のポ
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巨∃ 阿 】ボタン
:第3手鍵盤と豹 手鍵盤のカプラーボタンです。r ll 1 / 1 1

[ENC〕 ffiiタン :エンクローズド・ボタン。このボタンを押すと、第3手鍵盤のエクスプレッション・ペタ

□ い
。円 ボタン :このボタンを押すと'一 トマティック・べ匁レが作動します。これ暢 2手錠盤の最低

音す或の32鍵で、足鍵盤のポイスを濃奉できます。オートマティック・ペダルの作動中は足錠盤は使えませんゥ

□回ボタンキャンセル・ボタンら説されて|るヽポイス、カプチをキャンセルします。
巨ヨ阿 ボタン:トゥッティ・ボタン.工場設定されたトゥッティがオンになります。
トゥッティはユーザー言受定できます。ポイス、カプラーをオンにし、 [S]ボタンを押したまま、 [T]ポタン ま

トゥッティ・ビストンを押すと、お好みのトゥッティをセットできます。

フロッピー ・ディスク・ドライブ :720kbまたは1.44Mbのフロッピー・ディスクを使用してくださいて

4)ベ ダル部のコントローラー

卜中 ‐1 卜中ヽ H 卜い J

ップと連動 しています。詳細は2)

スがオンになります。クレッシェ

クレッシェンドはユーザー言受定できます。クレッシェンドペダルを踏み込みなが
｀
ら、ポイス、カプラーを言貸定し、[S]

ンを押したまま、ジェネラル・メモリーのHRを押しま打し

[MANl]エ クスプレッション・ベダル :第 1手鍵盤の音量をコント回―ルします。

[MAN皿 ]エ クスプレッション・ベダル :第 3手鍵盤の音量をコントロールします。

ISUSTAIN】 ピストン :MIDi OUTか らCC64を送り出します。

IPLENUMコ ピストン :ブレヌムの音色を作るため、リードとトレミュラント以外のポイスをオンにし

[REEDSコ ビストン :このビストンを押すと、全てのリード・ポイスがオンになります。

[TUTT!]ピ ストン :このビストンを押すと、 トゥッティが
｀
作動します。詳細は3)の 歴コ (P.13)をご覧く

ト
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5)ア ンダーパネルの接続端子

[HEADPHONES】 の接続端子 : ここヘヘッドフォンのジャックを接続 します。ヘッドフォンをつなぐ

と、オルガンの音は出ません。

注意 :[HEADPHONES]の アウトブットから良い音を得るために、16Ω以上のインピーダンスのヘッドフォンをご

使用ください〔

臣∃ [MiDi]接 続端子
:MIDIイ ンターフェースを持つ楽器用の5ピ ンDIN接続端子.[IN]は 外部MIDI音源の

MIDI情報を受け、[OUT]は コンチェル トIUのMIDI情幸展を送り出します。[THRU]は [IN]で受けたMIDI情報を

正確に送り出します。

③ 時ジRΨ∪ ◎◎◎◎

Master koyboard,tastiora`
ⅢO■0的 baSi MIDl

(ピンプラグ) です。アンプ付スピーカー、録音システム等ヘ

革 =宮翼=〓It!

Tattiera,synu、,o「9ano・●●c

imphn的 にゃ` trarOno nぃ』oOiCa,

臣ヨ ロNPUTコ 接続端子
:RCAイ ンプッ ト端子 (ピンプラグ)で すGオルガンのアンプを使って他の楽器を演

□ Ю UTPUTl端 子■ RCAアウトブう卜構

の信号を出力します。

①

ｍ

⑤ ( ②⑤ ⑤②
L!!'ONO)   R    L ri況 oruo,    角
一一一 INPUT一 一一 -OUTPUT―

。霞ヨ言
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6)リ ア・パネルの接続端子

臣∃ IEXT.+12V DCl接 続端子 :こ の端子はDC12Vが 出力されます。右サイ ドパネルにある [EXToSPK]

スイッチを使って [MAIN OUTPUTS]に 接続したアンプのオン・オフをします。

巨∃ [MAlN OUTPUTS]接 続端子 :外部スピーカーのジャック接続端子です。

コンチェル ト]1の接続は次のとおりです。

十1,[OUTl(GENERAL)コ  :こ れらの端子に接続すると、オルガン全体のボイスを出力します。

1‐1![OUT2コ  :[OUTl]に 加えて、この端子にも接続すると、アンプ機能にもとづいて各手鍵盤部と足鍵盤部

が同時に出力されます。

注意 :[MAIN OUTPUTS]は 中央パネルのGEN酎 私Lスライダーを使って、ポリューム ,コ ン トロールする事はできません(

その他のアンプ機能の説明はP.40をご覧ください。

OUT1          0UT2        !
|百 CEttERA亡 戸 「    ¬

I       MAIN OUTPUTS     I

Ｒ③的③Ｒ（９
蝸⑤

研如００ｍＡす日□
一ヽ

一的
一

個
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3,中 央ヨント回―ルユニット

コンチェル ト剛の機能をコントロールする中央ユニットは第 3鍵盤の上にあります。

2

VOICES   DiSK

①  ①

MIDI&UTILITY SET‐UP

①  ①

RECORD    PLAY  METRONOME TIME‐ SiON OUANTIZE   EDIT  START,STOP

幹 ①  ①  OO O O ①

ＶＡＬＵＥＯ
P。四
R 掛
四
鶴

岬

臣ロ ディスプレイ :40文 字が2段に出て、オルガンの機能設定を行います。

睡∃
メニュー ・選択ボタン :こ こで4つの主要機能を選べます。

● [V01CESi :ボ イスの呼び出しとソート、ポリューム・コント回―ル、ストップの名前付けを行います。

(5.フロッピー・ディスクの機能 P.26をご参照ください。)

c,IDiSK]:フ ロッピー・ディスクとその中のファイルに関連したコント回―ルを行います。

(T,IMIDi S UT,LiTY]:MIDIの 言受定、鍵盤、ビストン・コンバイン、ディスプレイ・コントラストをコント

日―ルします。(6.MIDIとユーティリティ機能 P.38～参照)

ci rSET‐UP]:イ コライザー、テンペラメント、リバーブの設定 (7.オルガン基本設定 P41～ 参照)

睡∃シーケンサー:ここにはコンチェルトШのマルチ・トラックシーケンサーのボタンがあります。(8.録音
と再生 P42～ 参緊)

● [RECORDl :レ コーディング開始ボタン。(8.lP.43参解)

● IPLAY]:MIDIシ ーケンスでレコーディングしたものを再生 します。(8.2P.45参熙)

● [METRONOME]:速 く押すとメ ト回ノームの音が聞こえます。長押しするとメ ト回ノ
ームの設定画面が

出ます。 (8.3P.47参熙)

● [TIME‐SiCNコ : レコーディング中に押すと、拍子を設定できます。再生時に押すと、拍子が表示されます。

(8.4P.47参 照)

● [QUANTiZE]:ク オンタイズ機高ヒを呼び出します。 (8.5P,48参照)

● EEDITコ :□ ―ドしたMIDlシーケンスを変更する機能のメニューを表示します。(8.6P.49参照)

● [START‐ STOP]:レ コーディングと再生のスタート、ストップのポタン.

睡∃ ディスプレイ機能コントロ
ール ・ボタン :カ ーソルを動かしたり、数値をセットしたり、画面を選んだり、

コンピューターのジョブを確言忍したり、拒否したりするボタンですG

● [VALUE]:ロ ータリー・エンコーダーで、パラメーターの言受定を行います。

ti EヽCURSOR(PC)UPコ  :カ ーツルを上へ動かしたり、前の画面へ戻る時に使います。

(1)ECURSOR(PG)LEFT】 :カ ーソルを左へ動かす時に使います。

中 ICURSOR(PC)DOWN】 :カ ーソルを下へ動かしたり、次の画面へ進む時に使います。

● [CURSOR(PG)R!GHT]:カ ーソルを右へ動かす時に使います。

11 EENTER/YES]:機 能の内容を表示したり、ディスプレイ上のジョブを承認する時に使います。



VISCOunt Cわ ′7てで′‐/θ〃/

千1[E XIT/N01 :画 面から抜け出す時や、コンピューターのジョブを否定する時に使います。

オルガンの電源スイッチを入れると、ディスプレイの表示が次のようになりますっ

tF I!:ilユ|:ILI卜・IT EIIII・IEEFITI:I III
E i F '皆, "・畠t ,二出智 吾 習s i .害「l  r "・害 l害 岳=曽  1 .曽

…
l B 8

これは現在使われているソフト・

側はサウンド・ドライバーのソフ

数秒後にメイン画面が
｀
現れます。

ウェアの1情報です。左側の最初の数字はソフト

ト・ウェアのNo.です.

ウェアのリリースNo。です。右

「'lEH8FII: EI白HI::
TLII・!I!・!ほE  B

TEHF:EF!RHEI・4T:EIRl_IRL
TR員!・!岳F'El!3EFI呂  8

ここには下記のパラメーターが含まれています。

● MEMORY BANK: こ こでは8つのメモリーバンクの1つを選択できます。メモリーバンクにはジェネラ

ル ・メモリーと専用メモリーがイ呆存できます。この機能は複数のオルガエス トが1台のオルガンを使用する場合に

便利です。

●テンベラメント :こ こではいろいろな調律方法を選択できます。

EQUAL:通 常の平均律

ENSEMBLE1/ENSEMBLE 2:経 年変化や温度がパイプに与える微妙な狂いを加昧した平均律.

KIRNBERGER,llVERCKMttSTER,PHY「 AGOREAN,MEANTONE,VALLOTIの 歴史白匂テンペラメント。

c)TUNING:+1- 1半 音の範囲でピッチの微調整ができる機能です。

(ETヽRANSPOSER:+5/‐ 6半音の範囲でピ・ノチ調整ができます。

表示画面について

画面の右側に2つの矢印が出ることがあ ります。これは画面の続きがあることを示しています。下向きの矢印は次

の画面があることを示し、[CURSOR(PG)DOWN]の ボタンを使うとその画面へ進めます。 ま た、上向きの矢

印は前の画面を示し、[CURSOR(PG)UP]の ポタンで、移動できますし

テンベラメントについて       '

自然の音響に基づいた自然調律システムには、2つの重要な音程、完全5度と長3度がありますが、それはうなりのな

い純粋な響きとは共存できません。そのため何世紀もかけて、うなりの少ない妥協策 (テンペラメント)が研究さ

れてきました。

15世紀の終わりまでは、正確な5度を重視したピタゴラス調律 (純正調)が
｀
使われていました。したがって、長3度

は不快な響きになり、不協和音とみなされていました。当時の音楽は独唱かポリフォニックであっても5度を使っ

ていましたcルネッサンスの初め頃から、次第に、長3度が協和音とみなされるようになりました。それにあわせて、

オルガンやハーブシヨードとぃったビッチの固定した楽器は、ミーントーンとして知られるテンベラメントを採

用するようになりました。ミーントーンは5度よりも長3度を重視するテンペラメントです。ミーントーンは16、17

世紀から18世紀の初めまでヨーロッパの主流となりましたぃ

17
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コンチェル ト‖は次の6つのテンペラメントを持っています。

MEANTONE:

-8つ の純粋な長3度 :E♭ ―G/B♭―D/F―ん/C―E/G―B/D―Ff/A―研/E‐G#

-4つ の使えない長3度 (減4度):B‐ D井/F#‐Af/C#‐Ef/Ab―C

―不規則な半音階スケール (半着階の響きが特異になる)

一ミーントーンで使用できる調性 i Ciコai/Dttw Gmai/Am句 /B b maiとその関イ系短調ら

下記のテンペラメントでは、全ての長調、短調が使用できますが、平均律と比べ、特異な響きになるものもありあ

ます。

WERCKMElSTER: オ ルガニス トで音楽理論家のAndreas Werckmdsterによるテンペラメントで1600年代後

期のドイツ音楽に向いている。

1(lRNBERCER:J.S.Bachの 弟子の」ohann Phittp Kiドnbergerによるテンペラメント.ドイツ・パロック音楽や

バッハの曲に合う。

VALLOTTl:Francescantonlo Va‖ o間によるテンペラメントで、後にイギリスのTholmas Youngによって改定さ

れた。18世紀のイタリア音楽や、同時期のイギリス音楽に合う。

PYTHAGOREAN:中 世から15世紀までに使われたテンペラメントで、完全5度の響きが純正になっている。

4。オJレガン・ポイスのコントロール機能

コンチェル ト田の主要改良点の1つがユーザーが、工場設定を簡単に変えて、チャーチ ・オルガン・ボイスをフロ

ッピー・ディスクから日―ドできることですし

つまりそれぞれのオルガニストが好みにあわせてカスタマイズすることができます。

オルガン・ボイスのコントロール機能を呼び出すには、ディスプレイの下にある [VOICES]の ボタンを押しま

す。そうすると下記の画面が現れます。

E LiII員E" 甲|:IIほE FF!に!卜1
El.JIEI I I三:E!:i L.コ|ェILLI卜1臣ユ

E!王i8RT Pl員i・ll_1員Ll
E LFlE!EL l:iHEI:i卜:コ

島T貫ド1

これらの機能は次のようになっています。

Ⅲ LOAD V01CE FROM DiS,(:デ ィスクからボイスを□―ドするオ挫筒とです。

●SORT MANUAL:ボ イスの表示順を変える機肯とです。

11VヽO,CES VOLUME:各 ポイスの音量を調整します。

Ⅲ LABEL CHECi(:新 しいボイスが日―ドさ'1,たり、ポイスのソート表示順を変えたあとにストップ・タブ
｀

レットのラベルをチェックします3
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ラ/ ルヾ ・チェック機能を呼ぴ出したら、カーソルを呼び出したい場所に移動し、 [ENT E R / Y E S ]を押します。

[VOI C E S ]か [EX I T / N O ]ボタンを押すとメイン画面へ戻ります。

1)デ ィスクからポイスを回― ドする
。

フロッピー・ディスクをドライブに入れてください,VOICESのメニューからLOAD VOICE FROM DiSKを選び

[ E N T E R / Y E S ]を押してください。コンピューターがディスクの内容を確言忍します.

ⅢⅢⅢ R,.ョlJ i,18コ !Jisl: !=.に,11七曽,1七.耳 ■■+:
「 工性キ」と・ど  中F・Jユ L ,

新しいボイスの設定がある場合は下記の画面がでます。

F8FII・IE lに,_員章卜iET F8F!ェ|.4E母_EI"卜tE十! lF:ギほEL電|_|二:EE“ET
i:1員i・4111B喜=ほRFB !・!亘FI量量再_E〕=!ギEI' 卜lI:ギTttBF_員二|:EI' 讐

この機能には2つの異なる国― ドシステムがあり、言安定が可能です。

一手鍵盤と足鍵盤のすべてのポイス  '

一特定のポイス

全手鍵盤と全足鍵盤のポイスを回―ドする

オルガン全体のポイス、または手鍵盤や足鍵盤のポイスを回―ドするには次のようにします。

VOiCESの メニューからLOAD VOICE FROM DiSKを選び、ディスクの内容が画面に表示されたら次の 1つを選ぴ

ます。

一Eu_Man。 _3.富rp:こ のファイルで第3手鍵盤のポイスをすべて回―ドできます.
一Eu_Man._2,宮 rp:こ のファイルで第2手鍵盤のポイスをすべて田―ドできます。
一Eu_Man,_1.宮 rp:こ のファイルで第1手鍵盤のポイスをすべて回一ドできますG
一Eu_Ped.宮 rp:こ のファイルで足鍵盤のボイスをすべて日―ドできます。

上記のグルーブファイルを選″Sミと、新しくボイスを言貸定しようとする鍵盤部のメモリーしたデータがぃったんキ

ャンセルされます。

E,"・最耳害 =皆こと。とB!l I
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最初のポイスを回―ドすると、ディスブレイはKEYと いう名前のファイルを表示します。

|…!=!.盈i』主,1:郵 卜1.塾,lLⅢ塾1,I
甲t=:二t=.曽 F・賢!・4E!:|_EI算Hi買|!

つづぃてポィス名とロード状況のパーセンテージが示されますを

L E : 亀 t ゴi , l g  卜 1 為 1 1 明 白 1  1 口 ぃ ぃ _ _ _ _ … … … … … … …

L F E l  i●曽 F B r…
・
i  r l正i F・白 1母  i , l  F ' i‐」I ! 'ヨr " '害葺吾 “口“     量 斗l , :

ディスプレイの上段にはキの記号で、ロードされるボイスの数が示されます。"はポイスが日―ド中であることを

意味しますここれら冴重類の画面は設定するすべてのポイスについて表示されます。

注意 : こ の段階で使われるフライルについては、このセクションの最後にあるVjce ttbsをご参照くださいυ

回―ドが完了すると、画面は次のようになります。

!+::十::十::Ⅲ::Ⅲ::十::十::|::Ⅲ::十::|:

|::h口,=キモ |=:LJ七.
L!=!ョ!J i r13ョ :=.に,「31F'1=ヤ・津 ⅢⅢ:ヰ:ヰ:Ⅲ:ⅢⅢ:Ⅲ:■■■

1 . ヨ ヒ3 , 1 =  亀 ギ

・

七 ョ 片
" B 甲

口 i t , P s  1 8 . ョ , J I , 1 : ヨ

これは、新たに回―ドしたボイスに京寸してストップの上のラベルが正しいことを確認してください。

[EXIT/NO]を押すと、44で言比明しているLABEL CiJECKを行います。

指定ボイスを回―ドする

1つのポイスをロードするには、次のようにしてください。

VOIC E SのメニューからとOAD V O I C E  F R O M  D i S Kを選′Sミと、画面にはフロッピー・ディスクのすべてのボイスが

示されます.

F・摂||・t=ユば8…「1=HE:ず
H員|・!I I I Bli=駐RF・

PF!I!・!王に!_臣1言|ギE竹
!

i・!王臣1量量革…ほコ草卜tElt

tFIIE!ELi::_ほ革掛ET
卜lI工1"亡BFttR営!:臣∵

比

Ｔ

次にオルガン内部のメモリーからロードしたいポイスを選択します。 (ファイル :KEY,PED,DET)デ ィスプレ

イは次のようになります。



V15COunt cゎ ′?ccrrθ///

P l害 亀葺害 ! I . 1 1 8 :こ! =旨 ! J害耳七. i 1 1亀七. i 8 , 1  吾 七: = i F・: 1量  i卓亀, 1王I

!・!害w呂|・4員王員RB, 量 量すr・再
・
   IIIユrJ「EI,こ!L4r"・!J・コ,1 上に・

この画面はオルガンが、新しいボイスをどこへ設定するかを聞いているものです。エンコーダーを使って、選んだ

ストップ
・
を設定します.そのストップはパネル上で点灯しています。手順を簡単にするために、ディスブレイは新

しいボイス (新しいパラメーター)と 置き換えられるボイス (古いパラメーター)を 表示します。

[ENTER/YES]を 押して機能をスタートします。 コ ンピューターは新しいポイスと置き換えられるポイス (つま

リデリー トされるボイス)を 表示して、確認を要求します。

員TTE!・4T IIII!・!!!
E;|三ILJ,い

':J,コ
,‐!  ユ 亡B

!・4員王員RttB
'二3,1 川ュ,lE

量 量すす
。
再  will ,い。=F・1色E・宮

I I       員 ,口
・
P J , = I L J  t t L‖

‐・
●

・

子
・

この言安定を進める場合は [ENTER/YES]を押し、止める場合は [EXIT/NO]を押します。

回―ド中は下記の画面がでます。

ド|ヨ1拘上I    峰 山= |ユl = ,曽=  上 : 1 1 .ヨ:コ

tFo iこ害 !・!員王RF!El 量 量すす
。
再      主 1l F・卜

‐・88ョト
".曽
=宮  I量 F・:

ボイスフアイルについて

コンチェル ト皿は5種類のファイルで内部メモリーか

ら新しいポイスを回―ドできます。

①  GRP: ,KEY,.PED,.DETの どのファイルから

読み込むかを示します。

②  KEY: ど の手鍵盤のポイスDATフ ァイルを回

―ドするかを決めます。

③  PED:足 鍵盤のポイスDATフ ァイルを回―ド

するかを決めます。

④  DET :ど のデチュ
ーン・ポイスDATファイル

を回―ドするかを決めます。・

⑤  DAT:こ こには音のサンプル・データが入っています。

下記は重要な事柄なので、よく覚えておいてください。

●いろいろなタイプのファイルに関係するので (.GRPファイルは、.DATと呼ばれる.KEh//,PED/.DETを呼び出しま

す)、ファイル名を変えないでください。

侃le key′.ped r det

Eu_Man_1.0中

Pm216 a dコ t

Prn■16 8,dat
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■,GRP,.KEY,.PED,.DETファイルの内容を変えないでください。

rilフロッピー・ディスクの.GRPファイルから供給されるファイルをデリ
ートしないでくださいっもしもこれらのフ

ァイルがなくなると、ポイスの回―ド中にディスプレイにエラーが表示され、ポイスをメモリ
ーに保存できません。

マ子!オルガンのメモリーにポイスを回一ドすると、オリジナル・ボイスが失われます。ラロッピ
ー・ディスクに全

てのポイス (.KEY,.PED,,DET、.DATファイル)と 関連する。GRPフ ァイルのバックアップをとってください。

■デチューン・ボイス (,DETファイル)の 場所は固定しています。(同じボイス族の最後のぼにあります)し た

がって、自由に場所を変えることはできません。さらに、異なるフィ
ート記号 (3だ、lS、g etc.)を持つポイスは、

これらのポイスを含むストップに□―ドすることはできません。

rこ|.KEY,,PED,.DETファイルの名前は常にポイスの名前と同じというわけではありません。しかし、次の画面は常

にロードしているポイスの名前を示します。

F■1書 亀葺害 |二. ' 1 ,ェ, : = I S P  :』害=七.ユ, 1 ,ュ七. I・三3 , l  S t . :ェiド
・: 1量  H換 向 I I

I1ヽ , w:|,4員王員REコ 量 量すす
。
革    lコl tJ:匿1申LJ'口''Jに''1 1に,

2)ボ イス・ソート
ここのポイスが手鍵盤や足鍵盤にいったんロードされると、それらを再調整する必要があるかも知れません。通常

は、オルガンのいろいろのセクションのポイスは、低い音のポイスから順に並んでいます。 (3ど、16'ぼ、イ、2'1り。

同じ音域のボイスでは、下記の族に分かれます。

一―Pttncipals

―Open Flutes

一Bourdons(Ciosed Flutes)

一Vlolas(Mordents)

一D e t u n e d :関 連 する族 のSの 最後に配置 されます。

一Trunlpets

一Mixtures

リー ド系のポイスは上記の次に置かれます。

VOICESの メニューのSORT MANUAL梓賂旨を使うと、上記のような配列になります。

まず、SORT MANUALを 選び、 [ENTER/YES]ボ タンをオ甲します。

コンピューターはポィスのソー トを初め、その作業中、下記の画面が現れます。

ⅢⅢⅢ.S,= ` ,い°七.I11日 甲 8i喧 ・曽g Fl害 白吾球 Wtt  i  t・ :十::Ⅲ:Ⅲ:

ほh曽 亡.卜i ・ェlLJ七.1亀 と,曽1 亀 十七曽|‐
・
甲81!=・曽 gtこ叶

い・
七.I卜1害

ジョブが終わると、画面はVOIC E Sメニューに変わり、LABE L  G H E C Kを使って、パネル ・ストップとロ
ードしたボ

イスの文寸応を確認します。
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3)ボ イス ・ボリュームの調整

各ポイスの音量を-12dBから+側Bの範囲で調整することにより、コンチェルトWのカスタマイズを一層進められます。

この機能を呼び出すには、VoiCE VOLUMEを選び、 [ENTER/YES]ボ タンを押します。ディスプレイは次のよ

うになりますそ

RttJI_ITEi 甲旺ILLI卜lE   F'lP,コ=宮 F=1害!=.t,s母1=.tiB,1言
E FBE[コ白L]  [円 RI・|口I]  [HRI・1,II]  E ttRI・|口IIIB

次にカーソルボタンを使って、調整しようとするボイスを含む錠盤部を選び、 [ENTER/YES]を 押しまするデイ

スプレイには最初の4つのストップとボリューム・レベルが表示されます。

Eli=!LJド・,ゴ!=jr‐l
lコ曽,コヨ!=■: L

U ttBr‐・ュ11王ユF・ヨ上
一キ Ei卜ti.ョ甲= キ

≡
卜
一

:  + =

:  ~ L手

調整 しようとするボイスにカーソルをあてて、エンコーダーを使ってレベル (dBで表示)を 変えます。 ユーザー

が設定し易いように、変更はリアルタイムで聞き取れるようになっています。

他のポイスを表示するには、[CURSOR(PG)DOWN]と [CURSOR(PG)UP]ボ タンを使います。

すべての変更が終わったら、 [EXIT/NO]を 押して、VOiCEメ ニューヘ戻ります。

4)ス トップ・ラベルのチェック

オルガンの内部メモリーに新しいボイスを回―ドした後、タブの名前がボイスと一致しない場合が生じます。

したがって、それをチェックして、食い違いがある場合は、ネームプレートを交l奥してください。

LABEL CHECK機台ヒはこのために使います。

VOICEメニューからLABEL CHECKを選び、[ENTER/YES]を 押します。

Ei七日F・: ユ 卜1岳,lI正 一 FBド・1.rl正iド・亀1 8

STOPフ ィールドはチェックするストップを示します。(それはパネルの中で常に明るくなっています。)一方、

ィスブレイの右側は対応する鍵盤と、その時にコントロールしているボイスが表示されます。

エンコーダーを回すと、ボイスの名前を読み取れます。ディスプレイのメッセージが次のような場合は、

S t . B F・:  キ        H .ョ 拘 I I  ―  B E . l t  i . .ョL F曽 キ

E ! 1 1 3 , Tョ曽 ユ 白と,曽1  亀 , 1 3ゴ F・|‐
・
PS t t  E卜 1七曽r‐

。
と31 !  : = . B , 1ド

・
I r "・, 1

ア
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ポイスは変更されていて、ネームプレートを交換する必要があることを示しています。

すべてのストップのラペルをチェックし終ったら、 [EXIT/NO]を押して、VOICEメニュ
ーヘ戻ります。

ラベルを変える

すでに見たように、一連のポイスをロードした後では、ストップの名前を変える必要が生じる場合がありますらな

ぜなら、ほとんどのポイスが変更されると、ストップの名前がメモリ
ーにロードしたボイスに文寸応しなくなるため

です。

ラベルの交換は簡単です。ラベルはストップに押し込んであるだけです。

下の図のように、指か小さいドライバーを使ってラベルをはがし、田―ドしたポイスに合わせて正しい位置にはめ

るだけです。

5)エ ラーメッセージーボイス

ーNO FILES

・メニュー

!・18 FilPs

LOAD VOICE FROM DiSK機有とを呼び出した時に、フロッピー・ディスクにボイス・ファイルが無い場合に表示さ

れます。

一SELECTED V01CEIS WRONG

IJttR!・1王!・!喧!! !::曽1曽E.七.母:J 甲〕=,11=.害
F・1曽 亀g害  宮 曽 1 ,こ と,最 出8 t h曽 よ

い°

■
一

件
・　
津
一

中。い。一　
いＨ
０

ポイスのロード中、ファイルが
｀
壊オ1夕ているか、うまくロードできない場合に表示されます。
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一FiLE..DAT NOT FOUND

フロッピー ・ディスクがボイス ・ロードに必要な。DATフ ァイルを含んでいない場合

一FILE..l(EY NOT FOUND

研白託|・411・liLi l i.11コiE.= F:FI I,・lE書_Ei“|:EI! rlにit.ギ
・3二・Ll'18ゴ

F818ョ== ,二.11ョ,lBョ= 3ゴi=卜i

フロッピー ・ディスクがボイス ・ロードに必要な。KEYフ ァイルを含んでいない場合

一LOAD ERROR

E,‐。|‐・E:i,い°:
L〕=1.コ3J Eド十い°に,r‐・

ポイスのロード中読み込みエラーが
｀
起きた場合

[EXIT/NO]を押すと、データの再読み込みをします。3回失敗すると、ディスプレイは次のようになります。

ⅢⅢⅢ:Ⅲ Ll陶 白E〕上曽 L:こ,

FBr"・に8gs E卜IIT
上B I B畠|コ L F B ユ 岳害 ギ宮 許 荘 やヰ:や

i.3コ !二電叶lt,ユ,lLJ害

これはコンピューターがジョブを完成するために必要なデータを日―ドできないことを意味 します。 [EXIT/NO]

を押すと、もう一度フロッピー ・ディスク・エラーフリーで再び回―ドします。

一UNABLE TO LOAD V01CE

ⅢⅢヰ:ヰ: LII・1粛置:LE TEi LB白置! iF曽正EE Ⅲ:十やヰ

E,い。「
‐'lI!卜‐・!E!E3d曽 8B亡8

コンピューターは選んだボイスをロードできません。お近くのサービスセンターに連絡してください。その際ディ

スプレイのエラーヨードをお伝えください。

一

一．・．
・ ‐ロ

一一．・」
一「．。」

一卜一．・，」

L , "・r‐
・1ェ,卜
‐・

,いHI」  ,ltコt,十
・
に,L4rl:J
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5"フロッピー ・ディスクの機能

フロッピー・ディスクの機能にアクセスしたり、ファイルをフロッピー・ディスクに保存する手順は次のとおり

です。

フ回ッピー・ディスクをドライブに入れて [DiSK]ボタンを押します。

:Ⅲ::Ⅲ+: R害 ョ lJ i rlBョ  ,Jigト モ 1二 .1コ,lt,害 '1と = 球 ヰ:ヰ:

「3 1 _ “ _ _  . . _ ど ユ
「 上ぱ・Jと。ど  W・ 」上L・

そして、 次 のように変わります。

にコISドi呂 E L I EiTコ  E EttF8tT:コ  EFにIRHRTコ  E II・lF8コ
F tt LE: E SRttEコEL8白静コEE!IIFBI'][RE,'4ユEElELE E II・!Fiココ

画面が示すように、上の行はフロッピー・ディスクの機能を示しています。

fつLiST:現 在 ドライブ
｀
に入っているフロッピー・ディスクの内容

o COPY:フ ロッピー・ディスク全体をコピーする。

●FORMAT:フ ロッピー・ディスクをフォーマットする。

●lNFO:現 在 ドライブ
｀
1こ入っているフロッピー・ディスクの全体情報

下の行はファイルの処理機能です

1:,SAVE: メ モリーをフロッピー・ディスクに保存する。ジェネラル・メモリー、専用メモリー、トウッティ、ク

レッシェンド、楽器の言受定。(メイン画面とMIDI&UTILI]Ⅳメニュー、SET―UPメニュー)

●LOAD:メ モリーやSAVE機 能を使って保存したオルガンのセッティングのロード。

●COPY:1つ のフロッピー・ディスクから他のフ回ッピー・ディスクヘのファイルのコピー機台ヒ

●REN:フ ァイルの名前変更機能

●DEL:フ ァイルのデリート機能

●lNFO:現 在 ドライブ
｀
に入っているフ回ッピー。ディスクのファイル情報

機自ヒを呼び出すには、そのフィール ドにカーソルをあてて [ENTER/YES]を 押します。このメニュ
ーから出るた

めには [DiSK]または [EXIT/NO]をす甲してください.

重要な注意点 :

DiSKメニューはドライブにフロッピー・ディスクを入れたときにのみ、有効になります.

フォーマットしていないフロッピー・ディスクをいれると、5.3で言党明しているように、自動的フ

ォーマットを開始します。

セーブ・エラーやフロッピー・ディスクを壊さないために、ドライブのLED点灯時は、フ回ッビ
ー ・

ディスクを取り出さないでください.



ViSCOしlnt Cち′にで′・/θ〃/

1)フロッピー・ディスクの内容を表示する

ドライブに入ってぃるフロッピー・ディスクの内容をチェックするためには、DiSKメニューの日STのフィールド

を選び、 [ENTER/YES]をオ甲します.そ うするとディスプレイはフロッピー・ディスクに入っているすべてのフ

ァイルを表示します。

BIギTRtF_量白"E〕RT F・FI I I,4EEI_員“E〕RT TEF!正_白"ElRT
LI!・4酔員卜1こ!…員,岳!員T 匿tEIFIB!!・!母_員登!ギET FLLiTE上_員草!ギEttt 導

6イ回以上のファイルがある場合は、 [CuRSOR(PG)DOWN]と [CURSOR(PG)UP]ポ タンを使って房研

の画面を表示してください。最後に [EXIT/NO]を押してこの機能を終了するとDISKメニューに戻ります.

2)フ ロッピー ・ディスク全体をコピーする
フロッピー ・ディスク全体の内容を別のフロッピー・ディスクにコピーする場合、コピーしたい元のフロッピ
ー ・ディスクをドライブに入れ、DiSKメニューを呼び出します。コンピューターは物理的なコピーを行うので、2

つのフ回ッピー・ディスクは同容量でなければ
`な
りません。 (フロッピー・ディスクに含まれる容量にかかわり

なく、すべての内容をコピーします。)

次にCOPYを 選び、 [ENTER/YES]を押すと、コンピューターはデータの読み込みを始め、ディスプレイは下記

のようになります。

■ :Ⅲ: Ⅲ Ⅲ Ⅲ や ■: :Ⅲ  RE白 ほ,正|・48 Ⅲ  :Ⅲ Ⅲ :Ⅲ: Ⅲ Ⅲ や Ⅲ

読み込みが終わると、元のフロッピー ・ディスク (ソース ・ディスク)を 取り出せという画面になります.

Eloit,,い。白E.七.「3=,L41“・ほ曽 にJiS卜:
酬観

元のフロッピー ・ディスクを取り出し、データがコピーされるフロッピー ・ディスク (デスティネーション・デ

ィスク)を 入れろという画面 (下記の画面)が 出るまで待ちます。

I,l s ttr“・七.・J==七 .I「1.コ七.il=叶¬
一
・
一
．

一

■
河

B■

そこで、次のフ回ッビー・ディスクをドライブにいれると、データの書き込みが始まります。
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:キ:  :手:  :手:  :1・:  :手:  :手:  :手:  :手:    LLl卜1:I I 上「
・
11コ  :手:  :キ:  :手:  :キ:  :十:  :キ:  :キ

:  :手:

躍田田田_____―一―一―一―――一………………………………………………………

物理的なコピーなので、1回で全内容をコピーするのは不可能です。そこで、コンピュ
ーターはデステイネーショ

ン・ディスクを一度取り出すことを要求して来ます。

Eli七十
。'亀8七. tゴ害宮七.i卜1邑七.18,1 :ゴi葺卜i

躍躍躍騒

次に画面はソース・ディスクを再び入れるように要求して来ますc

I:ls書 i"・七.吾 曽LJI"・i=.害 iゴ i=比

願購臨田
距 廊 掛 臨

画面が上記の表示になるまでは、ディスクを入れないでください。

コンピューターはソース ・ディスクを再び読み込み、上記に説明した手順を繰り返 します。コピ
ーの実行状況をパ

ーセンテージで表すために、読み込みと書き込みの間はディスプレイの下段にプログレス ・バ
ーが
｀
現れます。

コピー中、 [EXIT/NO]ボ タンを押すと、コピーを止めることができます。その場合、DiSKメニュ
ーが
｀
現れて、開

いたファイルを閉じてよいという表示がでるまで待ってください。

コピーが完了すると、ディスプレイはDiSKメニューに戻ります。

注意 :デ ィスク・コピー機能を使うと、ディスク内のオリジナル ・ファイルを上書きします(

3)フ ロッピー・ディスクのフォーマット

コンチェルト1」でフロッピー・ディスクを使う場合は、まずフォーマットしなければ
｀
なりませんGコンピューターは

ディスクをMS―DOSにフォーマットするので、そのディスクをコンピューターやシーケンサーで使うことができます。

注意 :デ ィスクをフォーマ jヽ′卜すると、前にメモリーしていたデータは全部消えます、、

2ヽ
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ディスクをフォーマットするには、DiSKメニューからFORMATを選び、[ENTER/YES]を チ甲します。ディスプレ

イの画面は次のようになります。

中口
”
工
Ｌ
”

Ｌ
日
　
いｄ

一葛
　
一ｍ

ｌ
Ａ

ｒ

ｉ
〔．Ｌ

ｒ
Ｔ

中・一．中

Ｈ
咽

工
Ｌ
中

いＰ
い　
Ｆ≡

一・””．　
中・”．一

”
・ヨ　
”督

”呼
　
いド

ー
上

ｈ
Ｆ

Ｅ‐
Ｆ 害 1 1七害‖

・

r H T r「 J
E ! 1 1巳 再.

Elコ|・11:iERTIコ_……
!=ir・E卜・IIT i。日 亀ね!I!「

"・
七.

ラベルを打ち込むためには、[CUR30R LEFT]と [CURSOR RIGHT]ボ タンでカーソル (文字がフラッシュし

ます)を 移動し、エンコーダーで文字を選びますっ

画面の要求にしたが
｀
って、[ENTER/YES]を 押すとフォーマットを開始します。また、 [EXIT/NO]を押すと、

この機能から離れ、DiSKメニューに戻ります。

フォーマット中、ディスプレイは下記のようになります。

中 :Ⅲ: :Ⅲ 中 中 :ヰ: ■  FIIIRHRTT I卜・41L  Ⅲ :Ⅲ: :Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ: ヰ:
麗雷置置

このようにして、フォーマットの実行状況を示します。

4)フ ロッピー・ディスクのジェネラル ・パラメーターを表示する
DiSK INFO機能を使うとドライブに入れたフロッピー・ディスクの主な内容を見られます。

この機能を使うには、INFOを選び、[ENTER/YES]を 押します。ディスプレイは次のようになります。

『ll=ilギ LREIEL_言
lrttEE !:iF'嵩こE鷲

EEIIJEEF!Tlコ………
」とは, i  r ・・. E 8

El I!:il:|!
r  i t …ほ

キ斗

宮
“
ド
ｈ

ｌ

“ド一，，”

ぼ
Ｌ
Ｆ・．」・‐

「．・。」
Ｔ
工

Ｈ
円

ド．一・“‥　
品
Ｈ
“

HEI
■B

ここに含まれるのは

c)DiSi〈 LABEL:フ 回ッピニ ・ディスクのラベルを表示します。

に)DlSlく S!ZE:デ ィスク容量を表示 します。

●FREE SPACE:デ ィスクの空き領す或を表示 します。

こlFILE ON DiSi(:現 在 ドライブ
.に
入っているフロッビー ・ディスクのファイル数を示します。

[EXlT/NO]を 押 してこの機能を終了するとDiSKメニューに戻ります。
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5)メ モリーと設定をディスクに保存する

FILE SAVE彬難旨を使うと、オルガンの全てのジェネラル・メモリーと言安定 (MIDI&UTILI‐Ⅳ,SttT―UPメニュ
ーを含

む)を フロッピー ・ディスクに保存できます。

DiSKメニューの中のSAVEに カーソルを当て、[ENTERγES]を 押します.デ ィスプレイは次のようになります。

F I LE ttRlFE宮
ERLとコ E持lE汁'IIiF!tTlコ E!:iETLIF8]

この画面で、保存しようとしているファイルのタイプが
｀
分かります。

11!ALLiす べてのジェネラル ・メモリーと専用メモリー (8メモリーバンク、トゥッティとクレッシェンド含

む)、 メイン画面の設定 (テンベラメント、チューエング、 トランスポーザー)、MIDI&UTI日
‐
Ⅳ,SET―UPメニュ

ーが
'全
てALLのファイルに入ります。

に,MEMORY: こ の機能は、8つのメモリーバンクのジェネラル ・メモリーと専用メモリー (トウッティとクレ

ッシェンド含む)の ,MEMファイルをすべて保存します。

1争SETUP:こ こには.SETという、メイン画面の言受定、MIDI&UTILliⅣ,SET‐UPメニュ
ーが保存されます。

保存しようとするところにカーソルをあて、 [ENTER/YES]を 押します。

画面にはファイルに名前をつけて保存する表示が現れます。

FILE !:iRlF置呂

FILE言 i::|ゴ吾Tili門……H ttLL 一 F:rい。害吾S EI,lTEFi 七:=: 耳t,自|‐・11・

カーソルキーでカーソルを動かし、エンコーダーで文字をいれます。もういちど [ENTER/YES]を 押すと、保存

が続行されます。保存の実行が始まると、下記の画面が数秒現れます。

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ l::Rt,JI卜・!!L :Ⅲ: Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ
「TI F:  1~・||!::TEli弔__口員LL

もしも上記の画面の前に、次のメッセージが現れる場合は、

ドユ上= .ヨ 上い
‐・
= .ヨ,コ
・
J = |→ ユ=■. =コ 1コ甲曽|‐

・
Wい
‐・
ユ■. B r・

F :卜
‐・
宮= =  t T : E ! : i  と ,二,  3 = .口r‐l i . i 1 l  L J曽 'こ1 ,い

°
|・1 8  i .口  .コヒl l = t卜

し・
七

フロッピー・ディスクがすでにその名前のファイル (と拡張子)を持って″ヽヽることを意味します.[ENTER/YES]

を押すと、オリジナル・ファイルは上書きされます。また、[EXIT/NO]を押すと、保存のジョブを終了します。
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6)フ ロッピー・デイスクに保存した、オルガンのメモリ
ーと設定を回―ドする

ディスクに保存したオルガンのメモリ
ーと設定を回

一ドするには、日にLoad機能を使います。LOADの上にカ
ーツ

ルを置き、 [ENTER/YES]を 押します。そうすると、画面
には、フロッピー・デイスクに含まれる始めの6つのメ

モリーと設定のファイルを表示します。     ・

画面の要求に従って、[ENTER/YES]を もう
一度押すと、メモリ

ーの中にあるデ
ータがロードされます。 (一

方、[EXIT/NO]を 押せば
｀
DiSKメニューに戻ります。)

ジョブの実行を確認すると、コンピュ
ーターは内部メモリ

ーからファイルを選んでロ
ードします。日―ド中は下記

の画面が現れます。

それ以外のボイスを表示するには、 [CURSO R ( P G ) D O W N ]と

す。さて、日―ドしたいファイルにカ
ーツルをあて、 [ENTER / Y E S ]

ルを開かないように、確認してきます。

7)個 々のフアイルをコピ
ーする

1つまたはいくつかのァイルをフ回ッピ
ー・ディスクから別のフロ

COPY機能を呼び出しますG DiSKメニュ
ーの下段にあるCOPYのフィ

[ C U R S O R ( P G ) U P ]の ボタンを使いま

を押します。デイスプレイは間)皇ったファイ

ッビー ・ディスクにコピ
ーする場合は、FILE

―ル ドを選び、[ENTER/YES]を 1甲しますⅢ

重要事項

ファイルを日―ドする時、オルガンにある言受定やメモリ
ーは失われます。これを避けるためには、初

にまず、メモリーと言安定のファイルを保存し、その後で必要なファイルを
回―ドしてください。

この画面を使ってコピーしたいファイルを選びますじ
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年DIRECTORY:デ ィスクの中の1つのファイル.

r「!*,ALL:,ALLと いう拡張子を持つすべてのファイル (オルガンの言安定やメモリエ)

ri米,MEM:.MEMと いう拡張子を持つすべてのファイル (ジェネラル・メモリー、専用メモリー、トゥッティと

クレッシェンド              ・

ri!*.SET:.SETと いう拡張子を持つすべてのファイル (オルガンの基本設定)

● *,M!D:,MIDと いう拡張子を持つすべてのファイル (シーケンサーで録音した、MIDIシーケンス)

|:i*.*:フ ロッピー・ディスクの中のすべてのファイル.

COPYを 選び、 [ENTER/YES]を 押します。コンピューターはソース・ディスクの中の選んだ拡]長子を持つ最初

のファイルを読み込みます。

FttLE EilコF・
BT'営

「, F I F …8 " ・F コ r l ~ ・■  卜 . t r ―卜. ギ
「 F o  L こB L ! ・ I ・ユ " ! ・l E ユ1 ・!

DIRECTORYの コピー機能を選ぶ場合は、 [ENTER/YES]を 押した後、すべてのファイルが表示されます。

ELiSTttH__"日LL ELI=iTttH_1“日LL EI白|,1卜tl_……ⅢHEH
F'見EE:ET岳1"円Ett E〕EF鳥!」LT_口FILL EF!IE:____口!≧ET 単

カーツルを使ってコピーしたいファイルを選び、 [ENTER/YES]を押 します。もしも、6つ以上のファイルがある

場合は、 [CURSOR(PG)DOWN]と [CURSOR(PG)UP]ボ タンを使って、すべてのファイルを表示でき

ます。

コピーが
｀
始まると、ディスプレイは下記のようになります。

■ :Ⅲ Ⅲ: ■ ヰ :十: 中 ■  REREコII・|IB Ⅲ :Ⅲ: ■ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ
■■

最初のファイルの読み込みが終わると、ヨンピューターはソース・ディスクを取り出すことを要求して来ます。

EH七.rⅢ・亀●七 =8コLll‐・,こ・ヨ !J主=|:
田田

ソース・ディスクを取り出してから、デスティネーション・ディスク (コビーされるディスク)を 入イ1夕ます。
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コンピューターは書き込みを始めます。

*.ALと,*.MEMP*.SET,*.MID,*B*と いった、タイプ
の異なる複数のファイルをコピ

ーする場合は、デスティネ

ーション・ディスクを何度か引き出すことになります。

画面表示にしたがって、必要回数、読み込みと書き込みを繰り返し
てください。

全てのファイルがコピ
ーさ

ューに戻ります。

れたなら、コンピュ
ーターは再びソ

ース ・デイスクを入れるように要求し、DiSKメニ

注意 :デ スティネーション
・ディスク (コピ

ーされるディスク)に ソ
ース 'デ ィスクと同じ名前のファイルがある場合は、

自動的に上書きされます。

8 )そ の 他 の フ アイル

FILE REMANEの 機台とを使う

RENを選び、[EN T E R / Y E S ]

と、フロッピー・デイスクに保存したファイルの名前を付け替え
られます。

を押します。画面にフロッピ
ー・ディスクの内容が表示されます。

カーツルボタンを使って、名前を付け替えたいフアイルを選び、[ENTERttES]を押
します。

そのイ也の機能については [CURSOR (PG)DOWN]と  [CURSOR (PG)UP]を
イ吏って、全てのファイルを

表示します。

FIE卜・lRHE FILE: 白ほTLI出L I・1白「
81E:

|・4EⅢI 卜'1出HE:

ド
BRESET電i土BHE「・1
FにIEEiET=li.+1ほ|=1
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さて、画面はACTUAL NAMEと NEW NAMEと いう2つのファイルを表示 します。

ACTUAL NAME=選 んだファイルの現在の名前

NEW NAME=新 しくつける名前

カーソルを動かし、エンコーダーを使って新しい文字を入力します.

新 しい名前をつけたら、 [ENTER/YES]を 押 します。

[EXIT/NO]を 押すと、この機能から抜け出し、ファイル名はもとのままです。新しい名前を確認する場合は、下

記の画面が現れます。

ヰ: ■: Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ  F!EI・lR田正円B  ■: :|: Ⅲ Ⅲ :Ⅲ Ⅲ Ⅲ:

FILE宮  腎FIESET!31.汁lE門

新しくつけた名前が表示されます。

すでに、フ回ウピー ・ディスクにある名前でファイルを保存しようとすると、画面には下記のエラー・メッセー

ジが
｀
出ますn

r = 1 ,
ド 上 」. T

ほ:1・
・・・r"・,ユi卜
・・・:

白1,"・害白ば:ゴ 曽Hist.葺

これは保存ができなかったことを意味します。別の名前をつけてください。

9)フ アイルをデリートする
フロッピー・ディスクに保存したファイルをデリートするには、DEとを選び、 [ENT E R / Y E S ]をす甲します。

[B!IF!EETEIF!3T!コ
E■“EiETコ

Eヰ:BRLLコ

Eヰ:"卜lIE〕コ
Eヰ:ぃ「81E円]

E■:.:Ⅲ]

この画面はデリートするファイルを示していますG

L:DヽIRECTORY:デ ィスクの中の1つのファイル。

if、米.ALL:.ALLと いう拡張子を持つすべてのファイル (オルガンの設定やメモリー)

―r *ヽ,MEM:.MEMと いう拡張子を持つすべてのファイル (ジェネラル・メモリー、専用メモリー、トゥッティと

クレッシェンド)

、ri*。SET:.sETと いう拡張子を持つすべてのファイル (オルガンの基本言受定)

(!i*,MID:.MIDという拡張子を持つすべてのファイル (シーケンサーで録音した、MIDIシーケンス)

tiⅢ米.*:フ 回ッピー・ディスクの中のすべてのファイル.

米.ALL,*.MEM,十.SET,*,MID,米B米等の、複数のデリートを選択すると、コンピューターが確認を求めてきます。
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そのままデリートをすすめる場合は、[ENT‐ER/ Y E S ]を押してください。 [EXI T / N O ]を押すと、
このジョブカゝら抜

け出します。

汁lLll t i F・1害 f・i

Hr‐・皆 JBL4

1害  l J曽1をと書 : "・宮
。
■L 4脅=七.ョば

吾L4,…'害
・
18 ETE吾コ EI・11ココ

もしも、DIRECTORYを選択すると、ディスプレイにはディスクの全内容が表示されます。そこで、デリ
ートしたい

ファイルを選びます。

ほLII二iTIEll'1__口RLL
FBREE:ETこ:1.HEl'1

ELi=iT8H…1口RLL
EコEFRl_lLT…田員LL

EIRI・1卜:1_……B HEi:1
ERI!::…………B ttET

ここでまた間違ったデリートを避ける為にディスプレイにはデリ
ートされるファイル名が表示されます。

ジョブを進める場合は [ENTER/YES]を、やめる場合は [EXIT/NO]を押してください。

FILE EコELETE吾
F'r害=宮 lT!E!三i

腎F:巨吾ET吾_ロモiET

七.8 ど=1=七書 8予
い'
H'"・= JBLJ ttLJ'"・害 ゴ

・

卜li二i 七・!=l .ヨと'!I:「
‐・七.

デリート中は、下記の画面が現れます。

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ キ ElELET II・48 Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ: キ Ⅲ Ⅲ

FILE:  腎 摂IESET!三i_。十'I El

これはファイルがデリー トされていることを示しています。

10)フ アイル ・インフォメーション

フロッピー・ディスクにあるファイルのタイプやサイズを知りたい場合は、DiSKメニュ
ーからFILE INFOを選び

ます。[ENTER/YES]を押します。ディスプレイは次のようになります。

lI:|」!三iTI:|卜1__"RL止
FBREE:ET!::1.卜1臣ル1

t::LI電iTBH_1ぃ出LL
E〕EF島!“!LT…“員LL

EIRI・11→1_……"HE‖
ERI!二:____BE:ET

出
巴
Ｔ
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いつもと同様にファイルを選ぴ、 [ENTER/YES]を 押します。画面は下記のようになりますら

〓中一

Ｔ
．ど
　
”申
”

ｒ
十
七

Ｈ門
Ｈ
　
明
，“

い出
”
Ｌ
ピ

段
ピ
ｒ
」

Ｆ
」

害

―
」

Ｉ

Ｆ

”ｒ中．中”

II・!F!:!督
ユ軍

川E円
TどF・害: ルlE円母FIll

ここには、次のようなものがあります。

●FlLE INFO:フ ァィル情幸『

11)SiZE:フ ァィルのサイス
S状
況

■TYPE:選 んだファイルのタイプを表示する。下記のようになります。

一ALL:ォ ルガンの基本設定と、メモリーを保存したファイル。
一MEMORY:す べてのメモリーを保存したファイル.
一SET‐UP:ォ ルガンの基本設定

一VOiCE DATA:音 のサンプル ・ファイル

ーMANUAL V01CE:手 鍵盤のポイスのファイル

ーPEDAL VOiCE:足 鍵盤のポイスのファイル

ーDETUNED VOiCE:デ チューン・ボイスのファイル

ーV01CE GROUP:ボ イス群のファイル

[EXIT/NO]を押すと、DiSKメニューに戻ります。

11)エ ラー・メッセージーーディスク・メニュー

ーDISi(NOT IN DRiVE

Eコ主=|ギ 11口t,i11 !Jri甲 ●

ドライブにフロッピー ・ディスクが
｀
入っていない場合に表示されます。

一NO FILES

卜・1「・ Fi ”・ぃ。一
いド
い

命令されたジョブを実行する際に、フ回ッピー・ディスクにそれに必要なファイルがないことを示します。
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,18t・ギ
・
81‐・Pl機七七.曽:J

一DiSK NOT FORMATTED

未フォーマットのディスクがす琴入されました。自動的にフォ
ーマットがはじまりま

―DiSK iS WRITE PROTECTED

ディスクにライト・プロテクトがかかっていて、ジヨブを実行できま
せん.プロテクション (フロッピ

ー・デイス

ク右上の窓が閉じている)を解除して、もういちどやり直してくださ
い。

一WRONG TARGET SiZE

フロッピー・ディスクのコピ
ーの際、ツ

ース

ーション・ディスク (コピーされるディスク)

作を繰り返してください。

一DiSiく iS FULL

ディスク (コピ
ー元のディスク)

が挿入されました。正しいフロッ

とは容量のことなるデステイ

ピー ・ディスクをいれ直して、

ネヽ

操

コピーやファイルを保存するための十分な空き領す或がありません。

ください。

一SAVE ERROR

ディスクを交換するか、空き領サ或を作るかして

フロッピー ・ディスクヘの書きこみ時に重大なエラ
ーが
｀
起こりました。デイスクが破損した可高割とがあります。

こ

のエラーをクリアーするためにはディスクをフォ
ーマットし直してみてください。
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6BMi口 lと ユーティリティ機能

コンチェル トFllはユーザーがオルガンのMIDIインターフェースをカスタマイズする機能をもっています。

ここにはまた、ピストン・コンバイン、キーボード・インバージョン (手鍵盤のポイスの逆転)と いった、クラシック・

チャーチ ・オルガンの設定も含んでいます。また、オーディオ出力の設定や、各鍵盤の音の強弱の設定もありますら

[MIDほUTILI~Ⅳ]ボ タンを押すとディスプレイは次のようになります.

LEiEコ |:!|二|,・!TR員!三iT:亡B   EII「・F・ FBI STEI!・! ほ8ル1匿!II・JEコ
EHIEコI I三iETTI!・!ほ!:iコ  E卜!ETEIEIRF:屋,電i 号ETTI!・4ほユ

ここには下言己のフィール ドがあります。

11,LCD CONTRAST:デ ィスプレイのコントラス トを調整します。

‐ l1/P PlSTON COMBINE:ピ ス トンコンバインの言黛定ぅ

l MIDI SETTINGS:MIDIの 言安定4,

11,KEY日 OARD SETTINGS:手 鍵盤の言安定。

必要なフィール ドにカーソルを置き、 [ENTER/YES]を 押します。

[MIDI&UTILI‐lY]か [EXIT/NO]を 押せば
｀
メイン画面へ戻ります。

1)デ ィスプレイのコントラストを調整する

コンチェル ト皿のディスプレイはコントラスト調整機能がついています。オルガニストが
｀
演奏中に見やすく設計

してあります。

[MIDI&UTILI…Ⅳ]か らカーツルをLCD CONTRASTに合わせ、エンコーダーを使って数値を言安定できます。

2)H/Pピ ス トン ・コンバイン機能

コ/P PiSToN COMBINE機能は、第2手鍵盤のメモリーを足鍵盤のメモリーとカッブリングするものです。つまり

第2手鍵盤の1つのメモリーを呼びだすと、足鍵盤の同じ番号のメモリーが自動的にオンになる機能です。

この機能 を使 うには、 [M I D I & U T I日T Y ]か ら| 1 / P  P i S T O N  C O M B I N Eを選びます。画面は次のようになります。

!:1色,1臣I Irr・P曽・Jttl PII三十TEll・1 ほ旺|!Bl匿iII,lE宮 !Jis&比11曽

エンコーダーを使って、enaЫeにすれば
｀
、この機能がオンになります。使わない場合は酎saЫeにしますⅢまた、ディ

スブレイの右側にある [17P PiST,COMB.]のLEDが点灯している時がオンです。

EXIT/NOを押すと、この言受定を保存し、 [MIDI&UTILITY] メニューにもどります。



viscount Cθ 〃ごoイθ〃

3)MiDl機 能

[MIDほUTILl‐Ⅳ] メ ニュ
ーからMIDi SE‐l~「INGSを選ぴ、 [ENTER/YES]を押します。最初

の画面がオルガン

各部へのMIDIデータの送信をオンにしているか、オフにして
いるかを表示します。

この画面には4つのフィールドがあり、それぞれオルガンの4つの
セクション (足鍵盤、第1手錠盤、第2手鍵盤、第

3手鍵盤)を 示しています。ON、 OFFを 選′Sミことによって、MIDIデ
ータを送信するかしないかを選べます。

[EXIT/NO]を押すと、 [MIDI&UTILI‐lY]メ ニュ
ーヘ戻ります。あるいは [CURSOR(PG)DOWN]を 押すと、

MIDlチャンネル設定画面へ進みます。

画面上段は各部 (足鍵盤、第1手鍵盤 etc))のMIDI送信チャンネルの調整
パラメーターで、下段はMIDI受信チヤン

ネルの調整パラメーターです。エンコ
ーダーを使って設定してください。

さらに、[CURSOR(PG)DOWN]を 押すと、次の画面へ進み、MIDi OUTからPG(プ ログラ
ム・チェンジ)の

送信を選択できます。

オルガンの4つのセクションに関連した4つのMIDIチャンネルから、上記の行なった設定
にしたがつて、PGが送信されます。

PGを送るには、送信したいセクション (足鍵盤、第1手鍵盤 etc)のチャンネ
ルにカーツルを合わせ、エンコ

ーダー

を回します。各数値を選んだら、関連するPGが 自動的に送信されます。

この画面のPG設 定は、専用メモリ
ー、ジェネラルメモリ

ーにも保存されます。したがつて、PGを含むメモリ
ーを

呼び出すと、MIDI情幸展を自動的に送イ言することになります。

もしもPG送信が必要ない場合は、上記画面でOFFを選んで、PG送信をキャ
ンセルします。

MIDIフィルターの調整を行なうには、[CURSOR(PG)DOWN]を 1甲して、下言己の画面にします。
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フィルターによって、下記のメッセージをオン、オフできますら

をJNote:Note Onと Note O打(Midi noteメッセージ)

らCC i cOntrol Chan9c(ContrOIメッセージ)

,pG:Prograln Change(プ ログラム/ポイスの選択メッセージ)

rニゴSysEx:systern exclusiveメッセージ

ri!R.Time:Real Timeメ ッセージ (Sta庄,Stop,Conttnue,MIDIクロック、Active Sensing)

下段は2文字で言父定状態を示しています。
一N/N:両 方のフィルターオフ

ーY/N:rnessages receivedのフィルターのみオン

ーN/Y:lnessage transnllledのフィルターのみオン

ーY/Y:両 方のフィルターオン

調整が終わったら、 [EX17NO]を 押して、MIDI機能の調整を終了します。

4)芋 鍵盤の設定

[MIDI&UTILI‐Ⅳ] メ ニューからKEYBOARD SETTINGSを 選ぴ、ENTER/YESを 押すと各手鍵盤の設定ができま

す。そのなかには第1手鍵盤と第2手鍵盤の逆転や、出カレベルの調整、強55設定も含まれています。

最初の画面は鍵盤の逆転機能に関するものです。

i81抱出.IFす。卜1ョ,1=II 卜:ETEII王lRFIEコ I!・1lFER!三;Il:li・!: !Jis.コ比31曽
且

この機能を使うと第1手鍵盤と第2手鍵盤 (のボイスが)逆 転します。この機能をオンにするにはエンコーダーで

enatteを選んでくださぃ。オフにする場合は酎saЫeを選びます。また、この状態は、ディスプレイの右にある [MI

KEYB.INV.]のLEDで も確言忍できます。LEDが点灯時はオンになっています。

[EXIT/NO]を押すと [MIDI&UTILl~lY] メニューにもどります。
一方、[CURSOR(PG)DOWN]を 押せば

｀
、AMPLiFiCAT10N SYSTEM機能へ進みます。

員i'lF・L IF E EttT I B!・J EittiSTEH
i→亀よ1草I:にI LJ七.1  卜1&1lB I I tt BLti・量

P曽:J.■1:lI!LJと上
H亀,1.III:lEILJt・量

士

出
且

■

リアパネルの [OUTl]と [ouT2]は 各手鍵盤と足鍵盤に割り振ることができます。オルガン各部を2つのこと

なるシステム、アンプリフィケーションとディフュージョンに害Jり当てることができます古
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フ.オルガン基本

中央パネルの [SET‐UP]ボ タンを押すと、オルガンの基本言安定ができますこ

イコライザーの言受定機能がありますら

画面は下言己のようになります。

ここにはトレミュラント、リバーブ、

E TIIE!Bll_lL見!・lT l
E E8LIRLI EER]

E FIEttEF!E!EFIRT IIIII・Jコ

このフィールドには下記のものが
｀
あります。

に,TREMULANT:各 錠盤ごとの トレミュラントの言受定。

宅IREVERBERAT10N:い ろいろなリバーブを選択できます。

●EQUALiZER:オ ルガンのイコライザーの設定.

設定しようとするフィールドのカーソルを動かし、 [ENTER/YES]を す甲します。

[EXIT/NO]ま たは [SET―UP]を 押すと、この機能から離れて、メイン画面へもどります。

1)ト レミュラン トの設定

TREMULANTの機能設定では、速さ、深さを各鍵盤ごとに変更できます。 [SET―UP]メニュ
ーのTREMULANTを

選ぶと、画面は下記のようになります。

TttFI・lHI白|・lT H

El母F・七.!ll→=I呂 1.ぼB

!:iF・害曽d呂とこ|

E〕曽F・七!れi81革I正臣18 E〕曽F・七.!1!・1寓III:量 キ

ここには次のパラメーターが
｀
含まれています。

●SPEED:ト レミュラントのスピードを調整します。

t■DEPTH M.卜 M.‖.‐M.口 :第 1手鍵盤、第2手鍵盤、第3手鍵盤、それぞれのトレミュラントの深さを調整します。

設定が終わったら [EXIT/NO]を 押して、[SET―UP]メ ニュ
ーに戻ります。

2)リ バープのタイプを選択する

コンチェルト酬には8種類のリバーブがあります。そのなかから演奏する部屋に合ったリバ
ーブを選/Sミことができ

ます。中央パネルのスライダーでリバーブレベルを調整できます。

リバーブのタイプを選″Sミには、 [SET―UP]メ ニュ
ーから [REVERBERATiON]を 選択して、[ENTER/YES]を

押してください。画面は下記のようになります。

REttEREIEF!RTIに ||・! 津

”

ド

・

「

０

０●一すロコ，”
ほ!lLJ,・8h上
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エンコーダーを回して、お夕子みのリバーブを選んでくださぃらそして、[EX I T / N O ]を押し、[SE T―UP ]メ ニュー

の画面へもどります.

3)イ コライザーの設定
コンチェルト‖には5バンドのグラフィック・イコライザーがあります.イコライザーを使うと、音質の調整がで

きます.[SET‐UP]メ ニューからEQUALIZERのフィールドを選び、[ENTER/YES]をサ甲します。

LにlLiH L上 二L卜:: 喜ユ喜田正 11ギH=
+再     母

1軍卜t門王 181:門王
-5      8

王ＨＨ

”Ｈ
い

・【．Ｈ
【
‥
エ

・”．口

■

上段に各周波数帯が、下段には、キ/■2dBの範囲で調整できる数イ直が表示されます=

設定が終ったら、[EXIT/NO]を押してこの変更を保存し、[SET―UP]メ ニューの画面へ戻ります。

8.録音と再生

ヨンチェル ト回はマルチトラック・シーケンサーを持っていて、濃奏した曲をフロッピー・ディスクにす示音した

り、再生したりできます。また、MIDIシーケンスをマルチ・ダビング・モードでの録き、クオンタイズ、修正ができ

ます。シーケンサーとその関連するモディフィケーション機能は単純で使い易いので、すばやく楽器のセットア

ップができます。オルガンの各鍵盤部 (第1手鍵盤、第2手鍵盤、第3手鍵盤、足鍵盤)は 異なったトラックに録音さ

れます。5番目の トラックにはストップの状態や、トゥッティ、クレッシェンド、カプラー、鍵盤言安定が,示音されま

す。各 トラックの名称は下記のとおりです。

一PD(Pedal):足 鍵盤で演奏された音とボリュームを録音します。
一M.I(Man.1):第 1手鍵盤で濃奏したデータを録音します。
一M.E(Man.I):第 2手鍵盤で演奉したデータを録音します。
一M.皿 (Man.田 ):第 3手鍵盤で演奏したデータを録音します。
一CM (CommOn):ス トップ、カブラー、エンクローズド、ォートマティック・ベダル、鍵盤反転の情報

に使います。

最大60,000までのMIDIイヴェンツ (192のtpqn=4分 音符を含む)を 録音できます。録音したものはフォーマッ

ト1でMIDIファイルとして、フ回ッピー・ディスクに保存されます。このフォーマットでは、伴奉を録音するのに

使うチャンネルはトラックに分害」されます。(フォーマット0はすべてのイベントを1つの トラックヘ統合します)

そしてオルガンの各鍵盤部のデータを、より速く、より簡単に解読します.

つまり、録きされたソングは普通のコンピューターのMIDIソフトに対応します。 (楽譜を作る、印刷する、ソング

このパラメーターを修正する等)
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1)演 奏した出を録首する

フロッピー・ディスクをドライブヘ入れてから、[RECORD]ボタンを押します。
コンピューターがデイスクを読

み込み、画面が次のようになります。

ヰ:ⅢⅢ R曽島'J I 118郵 IJ i耳|: E.Et'1七.曽11七.= Ⅲ:キ:■:

Pl曽亀耳害 Wtti t・

読込みが終わると、下記の画面に変わります.

REl::8臣IE〕:|・4Eい」岳IIli・JIL
PEl呂F!El二: 距1=I:F!EE

TPrlPB:1量B
卜1,II:F!EE!'1.II

H害&g呂   ユ
:岳!EE E:11:比EE

この画面は次のフィールドからなっています。

O RECORD:MIDIシ ーケンスがレコ
ーデイングモードにあることを示します。新しくレコ

ーデイングを行うご

とに、
ⅢNEW SONGHが現れます。一方、マルチ

・ダビング・レコーディングが行われるときは、ソングの名前が表

示されます。

O TEMPO:現 在のメトロノーム・テンポが表示されます。カ
ーソルをこのパラメータ

ーにあてて、エンコーダ

ーで数値を変更します。

O MEAS:レ コーディング中のソングの小節を示します。

① PDぃM.卜M.!l‐M.Ⅱ‐CM:こ れら5つのパラメ
ーターは、足鍵盤、第1手鍵盤、第2手鍵盤、第3手鍵盤、また コ

モン・トラックの状態を表示します。下記のようになります。

一REC:オ ルガンで演奏されるイベントが録音されます。

一lN:[MIDI IN]の ポートにあるイベントが金示音されます。コンチェル ト皿に接続した楽器で渡奏し
た曲を

録音する場合に、このモードを選びます。

一 …… :選 んだトラックがオフになります。関連する鍵盤部で演奏したイベントが奇承音されま
せん。

次に、 [START‐STOP]を 選び、レコ
ーデイングを始めます。前にセットしたプリカウント

・バーの番号 (デフォ

ールトで-2)と ともにシーケンサーがスタ
ー トします。 [START‐STOP]の LEDが

｀
現在のテンポとセットした拍

子にしたがって点減します。

ブリカウント・バーの番号と拍子を変えるには、レコ
ーデイングを始める前に、 [TIME SiGN]を押して、8.4の操

作を行ってくださいむ

シーケンサー機能から離れるためには、 [REC O R D ]か [EX l T / N O ]を押して、メイ
ン画面へ戻ります。

すでにあるソングにか/Sミせてレコ
ーディングするためには、RECO R Dフ ィ

ール ドにカーツルをあてて、

[ENT E R / Y E S ]を押します。そうすると、すべてのフロッピ
ー・ディスクの中の.MIDファイルが表示されます。
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E再1王|二:!三;IIII・18日‖I[1 ゴLIE!I LELI11口円I EI 段EI:18再!E十_1口川IE〕
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カーツルキーを使ってソングを選び、[ENTER/YES]を 押します。画面は次のようになりますを

Ⅲ Ⅲ: +: Ⅲ  Ⅲ: Ⅲ Ⅲ  I I~ltt「〕T卜JR !=||~IHR Ⅲ  Ⅲ  Ⅲ  Ⅲ  :十: ■ ■

選んだソングがロードされると、次の画面になります。

F!EEIIIREl:ゴLIE!王LELI‖   T書 持lF・電i:l量母   卜1書.ヨ=:  1
F8岳i:一一一 村田正呂F・Llt H口II:F・LT i:iB III:FL+1[:村:F'と|'

MIDIシーケンスの トラックはPLYコードと一致します。ここで、次のモードを選びます。
一REC(Record): ト ラックがレコーディングされ、前にあったイベントを書き換えます。
-OVD(Overdub):新 しくレコーディングされるイベントが、その トラックに前からあるイベントに追

加されます。

-lN:[MIDI IN]ポ ー トで受信されたMIDIデータがその トラックにレコーディングされます。前にあったイ

ベントはすべてデリートされます。
-OUT: ト ラックにあるデータが [MIDi OUT]ポ ートヘ送イ言され、リモートMIDIモジュールによってプレ

イバックされます。

―コoい:その トラックはプレイバックにも、レコーディングにも含まれません。

下記の図は
い
Record‖と

"Oveldu」・
の違いを説明しています。

オーバーダブ モード

1                                                             垂
早

第1回 目に'0事 した者

メモリーさtlた者朽

乱倉回目に'Ftt t,た首

メモリーされた舌椅

弟3日 目によ率 した這

メモ t,一さヤtた古↑も

第1回目に'■事 t″た者

メモリーさtlた書椅

第2回 目に'F暮した古

メモリーヨ そヽ名市

れ3回目に点■[ !た告

パi  t i―された竜i 3

一荘
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T E M P Oフ ィール ドを選′Sミのもカ
ーツルを使います。メトロノ

ーム・テンポや狛子を変えるには、レコ
ーデイング

が始まる小節を運ぴます。

エンコーダーを使ってレヨ
ーデイング開始小節を言受定しますら画面のオ旨示に従い、 [ENTERγ

ES]を 押して、

コーディング開始小節を確認します。
一方、 [EXIT/ N O ]を押せば

'、
この機能から離れます。

すべてのパラメータ
ーの言受定が終わったら、[START―STOP]を 押し、レ

コーデイング、またはプレイバックを始

めます。

前にセットしたプリカウント
・バーの番号とともにコンピュ

ーターがスタートします。 [START―STOP]の LED

が現在のテンポと、セットした拍子にしたがつて点減します。

レコーディングを止めるには、もういちど [START‐STOP]を 押します。
デイスプレイはレコ

ーデイングしたシ

ーケンスを保存する画面になり、ソング名をエンタ
ーできます。

カーツルとエンコーダーを使って文字を選びます。 そ して [ENTER / Y E S ]を押す
とレコーデインク

・
をフロッピ

ー・ディスクに保存します。 [EXIT/ N O ]を押せば
｀
レコーデイングを保存しません。

2)演 妻 した出をプレイパツクする

シーケンサーを使ってレコーデイングした曲をブレイバックするためには、まず、
フロッビー・デイスクをドライ

ブに入オ1、Piayをオ甲して [ENTEttγES]をオ甲します。

コンピューターがフロッピー・ディスクの言売込みを始めます。

すでにレコーデイング|′た曲を消去|″ないために、名前をつ↓
・ナるときは、フロツピ

ー・ディス
すでにレコーデイングした曲7

クにあるものと同じ名前をつけないでください。同じ名前をつけると、前
からある曲が上書きされて

しまいます。
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しばらくすると、ディスクに保存された、すべてのソング (.MIDファイル)が
｀
表示されます.

EFに,Tl~・骨向卜.,1■ HT「l TllE,Tl ELI円“十,I El 臣!EII!コRI卜_1,+lIE〕Li・ ・.工 |_""B8_|:18… J" ! li L・
・  ・_38",LIェ L_L

「
‐
lrJ― ・・

“
・FBr・ .  ・

―
・  卜 ,lTF・ .  FBr~|~・ ・

中
・『
~lr・
.  T  卜 .lTr・ .

ド. L lポi _ ' F ・. L・l _二 日1・l工L F  F o  L ! …・Ⅲ…1「. L F _ ・= , " 1 ・t i  L F

カーソルをイ吏って、プレイバックしたいソングを選ぴ、 [ENTER/YES]を 押しますを画面は次のようになります.

PL白十!:・Fと1匿iI LEと|「ギ   TPPlド・にだ1量8    門宮.コ=二  1
PBl:一―― H,I:F'Lli 卜1ぃ五I:PLli ttr正正I E F8Liギ E卜1:戸・Liギ

前述のように、ソングを作っているトラックはPLYコードと一致します.

次のプレイバック・モード (トラックにカーソルをあて、エンコーダーで選′Sミ)は 各 トラックで可能です。

―PLY(PLAY): そ の トラックはオルガンで漠泰され、データはMIDIセッティング (MIDI TO、チャンネ

ル、フィルター)に したがって、[MID1 0UT]ゲ ー トに送信 します。

一MUT(Mute): ト ラックはプレイバックに含まれません.

二OUT:こ の トラックに含まれるデータは、MIDIセッティングに関係なく、[MIDi OUT]ゲ ー トに送信され

ます。

また、プレイバックのテンポを言周整できます。TEM P Oの フィール ドにカーソルをあてて、エンコーダーで数イ直を

調整 します。そしてプレイバックを始める小節を選びます。

プレイバックを始める小節を選′Sミには、MEA Sの フィール ドにカーソルをあて、エンコーダーを回して次の画面を

出します。

「ギ直R!:ii_iRE !::ETi_lFB   F・r“・害革耳 直卜・fTER i.・ェl に.:ェ',lf・ir“,「鳴
!:it.島!‐

・
七.卜 1害&葺 LJ I"・曽呂   1

スタートするノト節を設定したら

[EXIT/NO]をす甲します.

[ENTER/YES]を 押 してその数イ直を確認 します。この操作をやめるには

ノヾラメーターの言受定が終わったら、[ENTER/YES]を押し、続けて [START,STOP]を押すとMIDIシーケンスの

再生が始まりますciキーのLEDが設定したテンポと拍子に合わせて点減します。

プレイバックを一時的に止めるときは、 [PLAY]ボ タンを押します。もう一度同じボタンを押しすと、フレイバ

ックを再開します。

ブレイバックを完全に止めるときは、もう一度 [STA R T‐STO P ]を 押します。 [EXI T / N O ]か[PL A Y ]を押すと

シーケンサー・ブレイ・モードを終わります。
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3)メ トロノームの設定

コンチェルトHlのシーケンサーはメトロノ
ームを持っていて、オルガンのスピ

ーカーから聞こえます。

メト回ノームをオンにするには、シ
ーケンサーボタンの中の [METRONOME]ボ タンを押します。LEDが点灯

し、

オンになっていることを示します。     ・

メトロノームの速さはシーケンサ
ー画面のTEMPOの パラメ

ーターで (RecordとPbyと
一緒に)言受定します。

ダウン・ビートは拍子の設定に関係します。(8.4)

メトロノームのパラメーターを言安定するには、 [METRONOME]ボ タンを長押しします。
そうすると下言己の画面

が現れます。

ここには2つのパラメーターがあります。

ィ~,LEVEL:メ トロノームの音量言周整をします。

●REC PRECOUNT: プ リカウントする/J節ヽ数を言受定します。プリカウント
ノ」ヽ節開'台後、イ司/」ヽ節目にレコ

ー

ディングをスタートするかを設定します。

パラメーターを言受定したら、[ENTER/YES]を 押して言受定を確定します。[EXIT/NO]を押
せば
｀
この機能から離れ

ます。どちらの場合も、画面はメインメニュ
ーに戻ります。

4)拍 子を設定する

レコーディングするソングの拍子を言安定するには、シ
ーケンサー日ECORDモ

ードを選んだあとで、[TIME‐SiGN.]

ポタンを押します。画面は次のようになります。

エンコーダーを使って'白子を選びます。1/4,2/4,3/4,4/4,5/4,7/4,3/8,6/8,9/8,12/8があります!

設定したら、[ENTER/YES]を押して言受定を確定します。[EXIT/NO]を押せば
｀
この機能から離れます。

シーケンサー RECO R Dモ ードで [TI M E―SIG N . ]を押すと、現在日
―ドして(′`るMID Iシーケンスの拍子が

｀
表示さ

れます。
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5)レ コーディングしたソングをクオンタイズする

クオンタイズはレコーディングしたソングのリズムの微調整ができる便利な機能です。濃募時には、正確なリズム

に対して、音はしばしば、少し早すぎたり、遅すぎたりしますらクオンタイズはそれを調整して小節の中に収めま

す。その様にして、ぃろいろなトラックのイベントがシンク回するようにしますっ

コンチェル ト剛のクオンタイズ機能の便利な特徴として、MIDIシーケンス全体のクオンタイズを行う必要があり

ません。それは、小節内の音符を配置してあるビートの数値、とあらかじめ決まっているビート数の両方をセット

できるからです.

この機能を使うには、1多正したいソングを回―ドしたあとで、 [QUANTIZE]を押します。 画 面は言安定ページに

なりますれ

E!|」員|・!T IttE:l rf。1に,     F,‐・・=Ⅲl H:上   t.に, 卜1:1
ゴ|」BILEl_li81 EルlIE〕    F・,‐・==宮 EI・lTEFI 七.B ■とJ.ヨ,1七.i王=

ここには次のパラメーターがあります。

に,QUANTiZE:そ の小節内のすべての音配置されている一番近いビー トの数値をセットします。

●FROM M:MIDIイ ベン トのクオンタイズを始める最初の小節 (拍子)の 数値をセットする。

l~7TOM:ク ォンタイズを有効にする最後の小節数を設定します。

変更されたソング名が下段左に現われます。

[ENTER/YES]を 押すと、確認を促す画面が
｀
現れます。

:|:  :|:  :十:  :Ⅲ:  :手:  対・:

F・,・曽吾s E!・lTE臣|
員FI臣 ∵|:ILl !王;IJF!E

t..!=t :=.l=!出fII‐・P・! !=:ド・
:Ⅲ :Ⅲ  :Ⅲ :Ⅲ Ⅲ:

と,=: ,盈L:,I,ょ"・七.

・
..8    :Ⅲ:

E:モIT

もう一度 [ENTER/YES]を押して確認します。 [EXIT/NO]を押せば
｀
、この機能を終了します。

確認すると、コンピューターがクォンタイズを始め、そのジョブの実行中は次の画面が現れます。

Ⅲ Ⅲ  Ⅲ  Ⅲ  Ⅲ  Ⅲ  8LJ亀 出七.主主主il'ョ !:ii=:出曽  ヰ : ■  ヰ : ■  十  ■

聾塵臣

クオンタイズが終わると、新しいソングに名前をつけます3

II!LI員!・!T IttE 岳員甲E甘
Ei8,・!EHゴLIEI I L.ELI!1=!→I監l   F8,‐・曹ど革 E!・!TEFI 七.1コ 吾t,.ョ,‐・七.
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カーツルキーで汗多動し、エンコ
ーダーで文字を選びます。そして最後にもういちど [ENTER/YES]を押

してソン

グを保存します。

6)MIDlシ ー ケ ンス変更機能

この章の初めに述べたように、コンチェル トmの シ
エケンサーはレコ

ーデイングしたソングの主なパラメ
ーター

を変更する3つのエディット機能があります。

一TRANSPOSE:ソ ンクを半着毎に移調する。

一TEMPO:ソ ングのテンポを変更する

一CLEAR: ト ラックから特定の小節群をデリ
ートする

Play又はRecordモードでMIDIシーケンスを回
―ドしたあとで、[EDIT]を押します.次の画面が現われます。

ここには上記3つの機筒旨が含まれています。必要な機能にカ
ーツルをあて、[ENTER/YES]を押します。

移調する

ロー ドした

画面になり

ソングを移言周するためには、 [EDIT]メニュ
ーの [TRANSPOSE]を 選びます。デイスプレイは次の

ます。

エンコーダーで トランスポーズの数値をセットします。数値は半音単位です。

次に [ENTER/YES]を 押して、変更を保存します。 (一方、[EXlT/NO]を押すと
この機能から離れて [EDIT]

ニューヘ戻ります。)

変更のジョブが実行されると、確認を求める画面になります。

ここでもう一度、[ENTER / Y E S ]を押します3

コンピューターは移言周を実行します。

(中止する場合は [EXIT/NO]を 押します)
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そのあとで、新しい名前を要求してきます.

TR員!・!EiFBIIIEiEF! 壇i員甲E:.
|二iB!・JE宮ゴ|_lEII LELけ1ュ!lIE〕  P,‐・==s E!・!TEF! 七E3 St.ヨ,"・七

カーソルで移動し、エンコーダーを使って文字を選びます.[ENTER/YES]を 押して、ソングを保存しますらその

間、画面は次のようになっていますら

■ や  や  :や: Ⅲ :十: Ⅲ Ⅲ   呂 白t」T卜JI舌  :|: :十: :十: Ⅲ Ⅲ  Ⅲ  Ⅲ  Ⅲ

SEl卜JIL:.「LiEIII FllH“門TR,

テンポを変える

ロー ドしたソングのテンポを変えるには、 [EDIT]メ ニューのTEMPOを 選び、[ENTER/YES]を 押 します。次の

画間が現れます。

!::|コ!・4ほ TE卜lF88:1量8
P,"・曽吾耳 E!・!TE軍l tす出 に,Iコ,lr il‐・Ⅲl ,ェ!よ"・EHIT 七.モt 緯監!iェ!ょい・七.

エンコーダーを使って新しい数値を入れ、 [ENTER/YES]を 押すと、確認を求める画面になります。

ヰ

ドー■
ド
中

や

Ｔ
・

門
¨

‥＋‥

Ｆ
い

‥・―．‥
　

ぃ■．
Ｆ

品事
　
”ド
ゆ

■

腎
・

員R臣 ∵|コLI !ヨLIRE
七.1=: :=・:=!,1ず

・
I,い。「・・! B=8,‐・

:十:  :キ:  :+:  :+:  :キ:

や.:―: .為卜18~3ド・ヤ.

・
.・・    :Ⅲ:

F l , ! T T

ここで再び [ENTER/YES]を押します。 (中止する場合は [EXIT/NO]を押します)

次の画面が現れます。

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ ヰ EH員 !・JE I!・!E l‐E卜lPiII :+: Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ
盤出理圏選

しばらくすると次の画面に変わります。

TE卜lF31EI IIH員|・!ILE Ei員IFE:
Eiに||・lE:.ゴLIEII LELI!81ョHI『̀   F〕卜い。津・=・= FI・lTFに' T「| !lTR臣・T
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変更したソングの名前を要求してきます。

かッレを動かし、エンコーダ
ーで文字を選びます.もう1度、 [ENTER/YES]を 押して、変更を保存

します。

数小節をデリートする

1つ又は複数の トラックから数小節をデリ
ートするには、Cttar機能を呼び出します。

[EDIT]メータ
ーからCLEARフ ィールドを選びます6画面は次のようになりますら

ここには次のパラメータ
ーがあります。

IJTRACK:数 小節のMIDIイベントをデリ
ートするトラックです。ALとを選′Sミと、全ての トラックのデ

ータがデリ

ートされます。

こIFROM M:MIDIイ ベントのデリ
ートを始める最初の小節 (拍子)の 数イ直をセットする。

●TO M:MiDIイ ベントのデリ
ートを有効にする最後の小節数を設定します。

|〕MODE:下 記のキャンセル ・モ
ードの選択です。

一DELETE:デ リートする小節の後にある全てのMIDIイベントの位置は動かさない。

一ERASE:デ リー トする/J節ヽの後にある全てのMIDIイベントはFROM Mパ ラメ
ーターで言受定した位置に動

きます。

ご希望のパラメーターの言受定が終わったら、[ENTER/YES]を 押して、キヤ
ンセルを実行します。 (中止する場

合は [EXIT/NO]を押 して、 [EDIT]メ
ーターヘ戻ります。)

画面は確認を要求してきます。

もう一度 [ENTER/YES]を 押すと、コンピュ
ーターはジヨブを実行します。画面は次のようになりますc

エディット機能に関する重要事項

・トラック間のシンクロが失われないように、Eraseはツング全体で行なって下さ
い。この場合、Trackフィ

ール

はALとに固定され、ここの トラックは選択できません。

・読込み中は (ドライブのLEDが点灯中)、フロッピ
ー・デイスクをドライブわゝら取出さないで下さい。フロッピ

ー・ディスクを破損 します。
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・すでにフ由ッピー・ディスクにあるのと同じ名前でソングが保存されると、変更を保存する際、次のメッセージ

が出ます。

「｀1凸

F8!".害SS 町

ｆ
．，　
いい
い

Ｂｒ
，い
Ｈ
”

・ｒ．↓
的
¨

鼻
一
陶
¨

ヨ
．“　
”
，”

一
‐

コ
島
コ
　
”！
い

ヨ

ー
．”

岳

Ｆ
↓

l~31'島卜"・|.け。,;Ⅲ島'

3王'ド・ 卜!IEl 七.:ェ・ .塾比''I!ょ
い。と.

すでにあるファイルを上書きするのか (この場合は [ENTER / Y E S ]を押す。)、保存をやめるか (この場合は

[EXIT/ N O ]を押す)を コンピューターが聞いています。

フ)シ ーケンサー部のエラー ・メッセージ

ーロiS K  N O T ! N  D R i V E

Eコニ宮|: 卜18七.irl d,・ 主甲害

シーケンサー (Pby又はRecord)が ドライブにフロウピー・ディスクが無いことを示しています。フロッピー

ィスクを入れて、操作を繰り返して下さい。

一DiSK NOT FORMATTED

“・“
一
r1811.ギ
・!=!|‐・卜1畠七.七母d

↓　

一
一

て
ヽ

、

　

　

〓
〓

〓

〓

〓
―

―

―

ヨ

彊

ｒ

摯

生

ユ
ギ

に

，
一

一メ

下

ネ
ス

Ｘ
ヤ
イ

支

マ
Ｆメ
γ
ツ
つ
登

堅

一

ア

■
千
下
卜

シーケンサー (Pby又はRecord)が未フォーマッ

ーマットして作業を繰り返 して下さい。フォーマッ

ています。

一NO FILES

卜のフロッピー ・ディスクを検出しています。ディスクをフォ

ト後にもこの表示が出る場合は、フロッピー ・ディスクが壊れ

|・18 F11,=

シーケンサーがPlayモードになっていて、フロッビー・ディスクに.MIDファイルが無いことを示しています。
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一DiSKiS WRITE PROTECTED

ライト・プロテクトが
｀
力うかつているディスクに

う一度やり直して下さい。

一SAVE ERROR

ソングを保存しようとしています.プ ロテクシヨンを角軍除して、も

フロッピー ・ディスクヘの書き込み時に重大なエラ
ーが起こりました。デイスクが破損 した可能性があります。

のエラーをクリアーするためにはディスクをフォ
ーマットし直してみて下さい。

一DiSK lS FULL

E予"',‐・Bド・H

E〕I耳卜: ig rLlll

ソングを保存するための十分な空き領す戎がありません。ディスクを交換するか、空き領域
を作るかして下さい。
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9コリモート・コント回―ル          |

コンチェル ト111にはメインシーケンサーをコン

とおりです。               ・

1,ISONG]:こ の2つのポタンでフロッピー

ーケンスを選ぶ.

卜回―ルする赤外線リモコンがありますをボタンの機能は下記の

ディスクのMIDIシ

,[VOLUME]:オ ルガンの全体ポリュームをコントロールする.

rrEMPO]:シ ーケンサーのテンポをセットするて

[PAuSE]:プ レイバックを一時停止する。

[START‐ STOP】 :MIDIシーケンスのスタート/ストップ、

レコーディング/ブレイバックを交互にコントロールする。

・使い方

(リモコンの電池はついていません。単4電池を2本ご用意下さい。)

準備:オルガン本体の電源をオンにして、曲を録音したFDを ドライブに入れておきます。

1)[START]ボ タンを押すとSONGl(FDの 初めの曲)の プレイバックが始まります。

(リモコン上の表示はSTARTの みですが、機能はオルガンのSTART―STOPと同じです。)

2)次 の曲 (SONG2)を プレイバックする場合は [SONG]ボ タン(右側)を押し、

続けて [START]ボタンを押します。

プレイバック中に [START ]ボタンを押すと、プレイバックを終了します。

もう一度 [START ]ボタンを押すと、その曲を始めからプレイバックしますG

プレイバック中に [PAUSE ]ボタンを2度押しすると、プレイバックをイ亭止します。

停止後、再び [PAUSE ]ボタンを2度押しすると、ブレイバックを再開しますs

(停止したところからブレイバックを再開します。)

ブレイバックは1曲毎に終わります。複数の曲を連続してブレイバックすることはできませんG

ここに電池(別売)が入り
ます.
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3)[TEMPO]ボ タンを押すと、オルガンのディスプレイに表示されて
いる曲(SONG)のテンポを

変えることができます。(ソング(曲)の再生中はこの機能は使えま
せん。)

4)[VOLUME]:ソ ングのプレイバック中にこのボタンを押すと、オルガンの音量を増減
できます。

して、接続した楽器をオンにして濃奏するものです。

ローカル・オフにするには、[S]ボ タンを押したま

次のようになります。

ま、[C]ボ タンを押 します。すべてのタブが点灯し、画面
は

1つのポイスを、ローカル・オフにするには、点灯しているストップを選び、手動でラ
ンプを消します。 必 要な設

定が終わったら、もういちど [S]ボ タンと [C]ボ タンを同時に押して、言受定
を保存します。 日

一カル・オフ

機能にアクセスすると、次のような画面になります。

一stop on:ロ ーカル・オンモ
ードのポイス (オルガンの内部アンプで音を出す)

一stop off:ポ イスは回―カル ・オフの状態にある。

クレッシェンドLEDの 下に、リモコンの信号を受ける赤外線
センサーがあります。

この部分を塞がないようにして下さい。また、リモコンは、オ
ルガンのリモコンパネルに対して上

下左右とも30°以内の角度でご使用下さい。

10Bロ ーカル ・オフ

回一カル ・オ フモ
ー ドとい うの は、コンチ ェル トI nの音 は使 わずに、M I D Iメッ

セー ジ ( S y s t e m  E x d u S v e )を 送信
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11。工場設定

ファク トリー ・セッティングはオルガンを工場出荷時の状態にもどすリセットです。したがって、ユーザーが行っ

たメモリーや変更はすべて失われます.

ファクトリー ・セッティングの手川東は、 [CURSOR(PG)DOWN]と [CURSOR(PG)UP]の ボタンを押した

まま、電源スイッチをオンにします。

下言己の画面が現れます。

F白こ七.Br・背 Ei曽七.ti,Tヨg

数秒後に手を放 します。

●付属品

コンチェル トlllにはボイスのフ回ッピー・ディスクが4枚ついています。

これは各手錠盤と足鍵盤用のポイスで標準タイプのものです。
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MiDlイ ンプリメンテーション・チャート

ヴァイカウント コンチェルト剛 チ ャーチ・オルガン

|

一 ― |

―

―

―

　

十

一

‐

‐

‐

～

‐

　

―

一

‐

‐
‐

‐

‐

ノー トナンバー

ア フ

ピ ッ

タータッチ
       | チ百ンネル

チベンダー

トロールチェンジ

6

7

11

38

64

100

1 0 1

1 2 0

1 2 1

1 2 3

×

X

X 三中，中一」‐一”」，中！中一呼ｎｉく‐．句・ｎ〕〔

データエン トリーMSB * 2

ボ リューム

エクスブレッンヨン

データエン トリーL S B米2

サスティン

RPN  L S Bネ 2

R P N  M S B * 2

オールサウン ドオフ

リセットオールコントローラーズ

オール ノー トオフクラム
孔_二、■__」,上空=十 __

テム・エクスクルーシブ

テム(コモン)

テム(リアルタイム)

ソンクポジション

ソンクセレク ト

チュー/

クロック

コマン ド万"可
〒芦あ
~

|  ) X *1

×

×

×

向
二
×

×

×

(  )

( 〕 *3

×

ｎ
品

一
×

×

ｎ
〓
［
・
×

均 詳 しくは6. 3をご覧下さい。
ナ
2 R P Nメッセージはマスター
｀
3こ れらのメッセージはシー

チューニングのコン トロールに使います。

ケンサーのコントロールに使いますし

モー

モー

ド

ド

オムニ・オン、ポリ

オムニ・オフ、ポリ

モー ド2 :オ ムニ・オン、

モー ド4 :オ ムニ・オフ、

モ ノ

モノ

( ~ ) =イエス

×=ノ ー
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